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長屋王邸出土の翠画土器　　　 撮影　佃1　幹雄



上 平城宮兵部省地区（南から） 下 平城宮南面大垣と大溝SD 3715 交差点（東から） 搬影　佃　幹雄
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上 平城宮 造酒司地区（南から） 下 平城宮内裏東北隅築地回廊（東北から） 撮影　佃　幹雄



上 平城京左京三条二坊七坪（北西から） 下 平城京左京三条二坊七坪双堂（南から） 搬影 佃 幹雄
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搬影　八幡扶桑

搬影　佃　幹雄

上 平城京左京三条二坊七坪鍛冶炉（T打から）

下 平城京二条二坊十四坪出土旧石器
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- -



上 奥山久米寺 塔基壇北縁と参道(東から) 下 石神遺跡 第７次調を　 正殿SB7200( 南から)撮影　井上直夫
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上 藤原宮第55次(東方官衙)調査区全景(北から) 下 藤原宮 第55次(東方官衙)東大溝(北から)撮影 井上直央
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平城京左京三条二坊（ 長屋王邸）出土木簡（約3/5, 1 ～3 は赤外線写真 ） 搬影　佃



口絵 1長屋王邸出土の盤面土務
2平減宮兵部省地区

平城宮大様SD3715

3平域富造酒司地区
平城宮内裏東北隅

4平城京左京三条ニ坊七坪
同双堂

はじめに…...・H ・..

目 次

5 同鍛冶炉

平減京左京二条二坊出土旧石器
6石神遺跡第7次調査

奥山久米寺

7 篠原宮第55次調査区
藤原宮第55次調査区

8平城京跡出土木簡

飛鳥地減の発掘調査…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 

藤原宮跡 ・藤原京跡の発掘調査・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9 

平城宮跡 ・平城京跡の発掘調査....・ H ・....・ H ・........・ H ・-………… H ・H ・..…...・ H ・-…H ・H ・...・ H ・19

平城宮跡・平城京跡出土の木簡…・…・…・・H ・H ・...・H ・-…H ・H ・...・ H ・....・H ・.....・ H ・...・H ・...・ H ・..34

興福寺所蔵「維摩会近来講読出仕番之記j…・...・H ・-…....・ H ・.....・ H ・...・ H ・H ・H ・..…....・ H ・...36

美々i掌の町並保存工事…・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.......................................................40 

飛鳥資料館の特別展示・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・42

須弥山石の復元……...............................・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・43

法隆寺昭和資財帳関連調査 1 百寓塔の調査・・ H ・H ・....・ H ・-…...・H ・....・H ・....・ H ・-…....・ H ・44

// 2 法隆寺出土古瓦の調査…...・ H ・..…...・H ・..…...・ H ・.....・ H ・46

大覚寺大沢池の調査(4)・…..................................................................................J・48

長屋王邸出土の墨画土器....・H ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・49

動物遣存体の調査(4)・・ H ・H ・...................................・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 50

年輪年代学(7)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 51

オージェ電子分光分析法の考古学資料への応用...・H ・..…...・ H ・..…...・ H ・.....・H ・.....・H ・..…・52

近世社寺建築研究集会…・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 53

平減宮跡・藤原宮跡の整備..................................................................................54

在外研修報告....・H ・-…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 58

公開講演会発表要旨.....................・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・λ…...・H ・..……60

調査研究実報・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ e・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 61

奈良国立文化財研究所要綱・……・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 63

安良国立文化財研究所年報 1988 

発行日 1989年4月20日 編集発行祭良国立文化財研究所位当省本釜稽.If啄隆保印刷 日本写真印刷(m

カット 平織E朱雀門復元図



はじめに

奈良国立文化財研究所は考古，歴史.建築，保存科学，百hJ!iJなど多くの部門の専門家が総合，

または分野別に広く文化財の訓資・研究.公|封印~:及活動を進めている。 本年報は 1987年度に行

った当研究所の各部門ごとの事業の概要弘 前i略に紹介するものである。

飛.13藤原宮跡発掘調査官11では音1¥iiIJ設以来の念願であった新庁舎の建設が始まり， 研究活動の

恒久的な拠点がようやく姿をみせようとしているが，須弥山石，石人{象の出土で知られる石神

遺跡の調査は次数を加えて今年度も引き続いて実施されており，斉IJf.Jl:VJの広大な遺構の全容が

解明されつつある。また飛鳥地域ではこれまで笑態の知られていなかった奥山久米寺でかなり

の規般の調査区を発掘する機会があり，当寺が塔 ・金堂の南北に辿なる四天王寺式もしく は.

山田寺式の伽藍配置を持つことが， 遺構の上から硲認された。藤原宮では，東方官街地区の調

査が進み，初めて一つの官術の規模を推定するに至っている。

平i成宮では，兵部省，造j酉司などの訓査が進み，従来の官f[lf配位の推定が裏づけられ，具体

的な様相のわかる役所の数が幣加しつつある。平城京については左京三条二坊ー ・二 ・七 ・八

坪の 4町を占める大規模な邸宅の全容が浮びあがり，この宅地の主が奈良時代の初めに椛勢並

びない地位にありながら，藤原氏の反!惑をかつて悲劇的な最WJを迎えた長屋王であったことが

確認された。さらに続行されたllJ(近の訓査では三万点にのぼる膨大なi止の木簡jが出土し，奈良

時代の大貴族の日常生活の細部など続日本紀の記述を舗なうi'{重な資料を提供することになっ

た。また，左京二条二坊十四坪の発掘では平城京JUJの追桃の下層から， IEI石器時代の石器昨が

発見され，平城京以前のこの地の遥かな鹿史に思いがけない光をなげかけている。

そのほか古文性，町_;it庭|到などの捌売や法隆寺昭和1il刻版|刻述の訓査のー告11を収録したが，

このような調査研究活動のほとんどは，単年J3rで完結するものではなく ，まとまった成梨とし

て発表されるまでには，更に日l時を要する作21住の積重ねの一区切りというべきものである。

飛鳥資料館では春と秋に「万諜の衣食住j，r壬IPの乱」の二つの特別展を行ない，学問的な

成果を出来るだけ理解しやすいイメージにまとめるという，これまでにない試みを行なって好

評を待た。

研究所を とりまく諸環境がー府きびしさを地す状況の中で，所員一同が日頃進めている研究，

調査，公|郊の事業の一端を本年報によって御理解いただくとともに，今後とも各方面の御支援

と御鞭J遣をお願いする次第である。

1989年 2月

奈良国立文化財研究所長

鈴木嘉吉



飛鳥 地域の 発 掘 調査

飛鳥藤原宮跡発掘調査部

1987年度，飛鳥藤原宮跡発掘調査部では，飛鳥地減において，石神遺跡，奥山久米寺，定林

寺など12件の澗査を実施した(18頁の別表参!!世)。以下に主要な調査の概要を報告する。

1.石神遺跡第 7次調査

飛，fb寺旧寺域の西北に位ti'lし，史跡水落遺跡の北に広がる石神遺跡は，いわゆる須弥山石や

石人像が発見された場所であり，斉明朝の饗宴施設ではないかという想定で， 1981年以来調査

を継続している。 6 回の調査で，斉明朝から藤原宮J~Jにおよぶ多数の遺構を確認するとともに，

なお広がりを持ち，短期間に多くの変遷があることがわかってきた。その範囲や具体的な性格

の解明のため，本年度も第 6次調査地に北援する水田で調査を行った。調査区は東西62m，南

北18mである。なお，戦前に調査されその後銘出保存されている石敷(飛鳥ゆ御原宮推定地)

が調査区のすぐ西側にあるので，これを西区として清掃 ・実測調査を実施した。検出した遺構

はこれまでと同様に 4時期 (A期 :斉明朝，B J田:天武朝， c 期:7世紀末， DJ切:藤原宮朋)

に大別できる。

石判l遺跡;水浴遺跡周辺関査位i丘図

- 2 -

A員自の遺構 飛13寺 (銭峻

元年=588年創建)と水落遺

跡(斉明 6年=666年設ii'lの

水時計)の北側に東西大垣

SA600が作られ，石神遺跡の

区画が形成された時期であ

る。第 4次調査で検出した

大井戸 SE800の存続する時

期で，井戸から北へのびる

石組携の変遷などを手がか

りに，これまで 3期に細分

してきた。 しかし今調査で

井戸から北流する石組構を

さらに 1条確認したので，

従来の AーlJUJをA-2 JYJ， 

Aー 2期をA-3 JUJと改め，

あらたに検出した石組桃に

ともなう遺構を A- 1則と

する。



A-l ，切 石総機 S01210は今回あらたに検出した南北織で，さらに北へのび，南は SE800に

連なると思われる。 11111石の上半は破駁されているが，本来はH苦渠であったと思われる。A-1 JYJ 

に先行する遺構として，斜行大講 S01240がある。長さ約 7m分を確認しさらに南北にのぴ‘る。

講師は約10mに復原でき，埋土中に多量の炭化物を含み，飛X~ 1段階の土器が出土した。

A-2期 石組機 S0900は， Aー 1JYlの石組機 S01210の京にある南北方向の暗渠で，井戸

SE800から北へのびる排水講の延長部でもある。

A-3期 この地域が最も整備された時期である。南面の東西大;垣SA600や:JI:戸 SE800周辺の

建物は踏襲するが，A-2Jm以前のその他の逃-構をすべて廃し， 全而に整地を施す。この整地

後に土拡 SK1150・1151・1152が抑り込まれる。SKl150は，雨北約9.5m，*西約 7m，深さ約

1.5mの大規模なものであるが，これらの掘削の理由は不明である。これらを埋めたてて大規模

な造営が行なわれる。A-3期の遺構群は，南北廊 SC820を境に東西に分けられる。

南北廊 SC820は梁行 l問 (5 m)の単廊で，桁行 7問分 (2.5m等1111)を検出した。南端は大

垣に取り付くと考えられ，大垣から北35-411日l目に相当し，総延長101.5m以上となる。従来の

調査所見では，南北!郎の東西両縁には石組の雨落出 S0790・1080があるが， 今捌査区では，南

北廊西側の建物 S81300によ って S01080が破壊されている。また南北廊は焼失したことが今回

明らかになった。

南北廊の東には南北線S8980・990・1200と石組桃 S0980が整然と並ぶ。S8980・990は，とも

に梁行 21m，桁行161111以上の同一規模の南北棟勉物で，第 5次需品査で検出した東西棟建物

S8860の両端に柱筋を揃えている。S8860・980・990の3棟は桁行 ・梁行とも柱間2.1m等間，

隣fil(1IJ]隔も柱1H11問分で整然とした配位をとり，東西師25m，南北40m以上のTfj北に長い長方

形区画を形成する。この区画全体が低い恭鹿状を呈していた可能性があり， S8980の束には石結l

の雨部構 S01130，S8990の西にも雨落織の東側石列 SX1190がある。前回調査では，この区画の

南半にすっぽりおさまり桁行 6間・ 梁行 2131の東西棟建物 S81000を検出した。S81200はその北

約3.5mにある大規模な南北棟建物で，桁行 8U自・梁行 3UIJの身舎のまわ りに凹而庇をもち，こ

の区画の正殿である。長方形区画酉辺の S8990と南北廊 SC820とのほほ中央には南北方向の石

組暗渠 S0890がある。この協は長方形区画の建設にともないA-2WJの暗渠 S0900を廃して，

その西約 5mに新設したものである。 S0890の東西に接する石敷 SX1205・1230は，暗渠に向っ

て緩やかに傾斜し， 南半では蓋石と面を揃えていたらしく、南北廊 SC820とS8990のIIIJは本来

全面が石敷で， S0890は大井戸の排水とともに石!肱周辺の雨水処理も兼ねていたのであろう。石

敷 SX1205にともなう施設として斜行する石組u音渠 S01185がある。酋は S0890に流入 し，東に

さらにのびてS8990の床下を貫通し長方形区画内の排水を担っていた可能性がある。

南北廊の西には建物 S81300とその南側に広がる石敷 SX1270，石総li持S01260・1290などがあ

る。S81300は，桁行 31111以上・梁行 3[11]の身舎の京 ・南・西に庇がつく南北練建物で，おそら

く四商庇建物であろう。S81300の造営は南北廊より遅れ，南北廊と同時に焼失したと考えられ
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る。石敷 SX1270は，前回検出した SBllOO北方の石敷 SXl105と一体のもので， SB1300の南庇に

接して大きな見切りの石列を東西に並べ，その他の部分には人頭大の石を用いる。今回実測調

査した西方の石敷 SX1310はSX1270と一連のものと思われ，斜めの見切りの石列があり，北を

一段高くして大ぷりの石を置き，前半に小ぷりの石を敷く 。南北廊の西似IJには全面的に石敷が

広がり，その間に図面庇建物が並んでいたと推定される。斜行する石組構 SD1260は石敷

SX1270の見切りから 6m南にあり ，西端を石敷になじむように特殊な納め方とし，東半分は南

北廊を斜めに横断し束雨落機 SD790に注いでいたようである。調査区北端にある小規模な東西

石組暗渠 SDl290は，南北廊の建設とともに設けられ，東端は西雨落織に合流していたと考えら

れるが， SB1300の柱穴で寸断され南北廊西雨落構の抜取織によって壊されている。

B期の遺構 AWlの建物群が南北廊などの焼失を機に取り壊され，南面大垣がやや南に作り替

えられ，総柱建物が整然と建ち並ぶ時期である。掘立柱建物 5棟，掘立柱塀4条などがあ り，

遺構の方位が北で束にやや振れる。 2時!UJに細分できるが，1時期にまとめて報告する。調査

区東端の SA986は前回調査区から北へ続く南北塀で， 7間分を検出し，12問分を確認した。

SB1l20はSA986の西にある桁行 2間 ・梁行 1J窃の小規模な南北棟建物で，南北に各 1JII]の塀

叩臨
時

-F 

¥.嶋

石神遺跡第5・6・7次調査泣椛配置図
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SA1l21がとりつく 。南北塀 SA1l22はSB1l20より新しく. 31[1J分を検出した。SB1220は前回調

査区から続く桁行 8悶・梁行 2lU!の南北棟建物.SBl215はSB1220の北にある桁行 21旬以上 ・梁

行 2問の南北棟建物.SB1250は桁行 4111]以上・梁行 2111]の南北練建物であり.SB1295は南北建

物の商委部分であろう 。

C織の遺構 造構の方位は北で西へわずかに振れる。掘形は A. B JUIより小ぶりになり.JA土

に炭を含む。調査区東部の南北塀SAI060は. 10問分を検出した。前回調査区でも 611.IJ分を検出

し. B 期としたが，造営方位の振れがcJUIの遺構に近いので改めた。 SB1l40はSA751の東にあ

る桁行4間 ・梁行 2聞の南北棟建物である。紫掘り南北機 SD1l65は調査区中央やや束寄りにあ

り16m分を検出した。素掘り東西挑SDl275は調査区西半にあり23m分を確認しさらに西にのび

る。

D期の遺構 造桃の方位は北で振れるが，わずかな差があり 2時期に細分できる。柱穴・構と

もに炭を含み.cJ明の遺構と酷似する。

。一 I期 調査区東端の素楓り南北議SD621は幅約2.5m'深さ0.5-0.6mで. 17m分を検出 し

た。第3次調査区に南端があり，総延長92mとなる。南北J}Jf.SA781はSD621の聞24mにあり，

A-l 

-

c 日

石神遺跡主要遺構変遺図
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7 IUl分を検出し，調査区北端で西に折れ，SA1l75となる。西へ10間分続き， 1 1首jおいてさらに

西に続く。SA781は第4次調査区でも西に折れ，南北約70m・東西32m以上の範囲を区画してい

ることが判明した。この区画内に SB1l80，SE1l70・1280がある。SB1l80は桁行31111・梁行2問

の東西棟建物， SE1170・1280は円形の石組井戸で藤原宮WJの遺物が少量出土した。

D-2期 Dー1)引の区画が存続し，素掘り構 SD640・1135と多数の土拡がある。SD640は幅約

2.5-3m，7奈さ0.5-0.8m，SD1l35は幅約0.5-0.7m，深さ0.1-0.2mである。両者は心々距

離7.5mで，規模に差はあるが道路の両側i停であろう。この道路は南北総延長100m以上あり，

第3次捌査区で東へ折れ，第 l次調査区で南へ折れ飛鳥寺寺域の西辺にそってさらに南下する

ものとみられる。

出土遺物 土器には縄文時代から平安時代に至る各|時刻jのものがあり，特記すべきものとして

東北地方の黒色土師器が数点ある。瓦はきわめて少なく，軒丸瓦が2点出土したにすぎない。

金属製品では鉄製品が大多数で，鍛・斧・万子・撃 ・鑓・釘・鎌・紡錘.!I!などがあるが，出

土訟は第4・5次調査区に比して少なくなる傾向にある。

まとめ 7次にわたる調査で，東西 ・南北とも最大120mの範囲を調査したことになり，遺構

の分布状況がかなり明らかになってきた。今回の調査で待た重要な知見を時期別にまとめる。

AJ田 南北廊の東側の区画内で，四国に庇をもっ正殿 SB1200を検出した。この区画の建物群は，

他に例をみない特ー異な配置であり，縁辺を周聞より一段高く基壇状に整えており，南北廊東側

の中枢的施設である。南北廊の西側にも大規模な建物群がある。建物の周囲には広い石敷があ

りさらに西方に続き，この区画にも重要な施設が存在していた。南北廊の東西の区画は一連の

施設ではあるが，用途は異なると考えられる。これまでに判明した遺構の状況は，宮殿や官術，

あるいは居宅とも異なる特殊なもので，その性格について即断はできない。このような建物配

置の起源，史料との照合など，今後の調査の進展とともに十分な検討がまたれる。また，南北

廊とその西の建物 SB1300は焼失し，それを契機としてA期の遺構が廃されたと考えられる。こ

れは続く BJUIの遺構の性格を理解する上で重要な知見といえよう。

B.CJ明 A JUJとくらべ遺構が散在する。BJ切では第 5次調査区以南にある総柱建物にかわり，

南北堺や南北棟建物が数棟建つ形にかわる。cJ~l も南北塀や小規模な建物が存在するだけで，

この配世や性格については今後の調査の進展にまたれる点が多い。

DJ制 南北道路の西に展開する掘立柱塀による大きな区画と，内部に点在する建物・井戸・土

坑などの施設が明らかとなってきた。遺構の性格については，出土造物の検討によっていずれ

はっきりとするであろう。

このように石神遺跡ではわずか半世紀の1111に，幾度もの造り替えや改修が繰り返されていた

ことが明らかになった。大がかりな改作の前後では遺構の状況が一変しており，この地域の性

格，機能はめまぐるしく変化している。それだけに，ここが飛鳥の中でも重要な施設を設ける

にふさわしい場であったのであろう。その意味で， 今後の調査の進展が大いに期待される。
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2.奥山久米寺の澗査(1987-1次)

奥山久米寺の庫挫改築計闘に伴う事前剖査で，搭幼:と五l!挫の問の約100m'を調査し，併せて塔

跡基壇と庫裡の東側と北側でトレンチ調査を行った。

一辺約12mの塔の基壇外装は残っていないが基砲の掘込作業 ・地礎石抜ll!(跡を検出し，主盆
~・

基壇であることが判明した。掘込地業は旧地表面から深さ約 1mあり，版築による基埴土は旧

地表面上O.65m分残る。官!IJ通りの礎石が概ね旧位置を保って基邸土上にあり，基塩高は1.45m

に復原できる。基1J1外装は，当初は地磁石に花筒]岩を，羽目石等には凝灰岩を用いており，後

に地班石に花崩岩の川原石を用いて改修している。基風上には礎石が10箇残り，方三1111の平面

に復原できる。柱問寸法は2.2m等Il:lJo 心礎位置には鎌倉時代の十三重石塔が立ち， 四天柱礎石

-1岨担。
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は石塔を立てるために中央寄りへ移動している。四天柱の礎石には柱座を，似Jj柱の礎石には柱

座と地積座を造り出す。地覆座は中央聞が幅0.6m，両脇聞が0.3mで，中央聞が扉構え，両脇

間は壁としたものであろう。基壇周囲には人頭大の川原石列が2条廻る。共に基塩外側の犬走

り状の壇の縁石で，一辺の長さは内伊!1113.8m・外側18.5mであり，内側の石列より外方には瓦

を敷きつめている。基壇南辺と北辺の中央部に階段の痕跡がある。 北辺では地担石の抜取り痕

跡があり，南辺では後初iの地覆石と踏石の一部が残る。塔基壇の掘込地業よりやや北にずれて

一段階古い掘込地業があり，塔北面段階部で北側へ広がっている。塔以前の別の建物のもの，

地業の工程差の二様に考えられる。

参道と燈徳 塔の北縁部内側の犬走りの北約 1mから， 3.5m間隔で 2条の石列が北へのびる。

石列聞は塔と金堂をつなぐ参道であろう。参道上の塔基壇北縁から約7.5mに直径1.5mの円形

の穴があり，地表下0.85mに榛原石の板石が据えられ，柱状のものの抜取り痕跡がみとめられ

た。燈龍の生存もしくは艦支柱を据えた跡と考えられる。

金堂 塔基頃北辺の13m北に金堂の基底がある。基壇縁は南辺と西辺の一部を確認した。参

道中軸を基準にすると，金堂基壇の東西幅は23mとなる。南北長は不明だが，奥山久米寺北側

の民家敷地内にも基壇土らしき山土が広がり， 12m以上と推定できる。基壇の現存高は0.3m，

掘込地業の深さは1.2mに及び版築を施している。基国外装は当初は凝灰岩等を用い，後に花両

岩の川原石を用いて塔と同様に改修している。

遺物 瓦と土器類が出土した。塔所用の瓦は山田寺式軒丸瓦と四重弧文軒平瓦の組合せであ

る。塔基壇土内から，7世紀前半の軒丸瓦・鬼瓦・JL瓦・平瓦と 7世紀後半の土器が出土した。

遺構の造営時期と伽藍 塔は 7世紀後半の造営で山田寺式粁瓦を用いたと考えられる。塔基壇

土中に 7世紀前半の瓦が多く含まれることから，古い掘込地業を用いていわゆる奥山久米寺式

を含む瓦で茸いた 7世紀前半の建物か前身に存在した可能性もある。塔周辺の瓦敷きには奈良

一平安時代の瓦が含まれ，そのころ境内の整備が行われたとみられる。金堂の造営年代を知る

手がかりはない。参道の基壇は出土土器から 7世紀後半の築造と考えられるが，やや時期が降

る可能性もある。燈範の竿の掘形の掘削は参道と同時と推定され，廃絶は10世紀と考えられる。

従来の奥山久米寺周辺の小規模調査の成果を合わせると，奥山久米寺の伽藍配置は，塔・金

堂がー列に並ぶ山田寺式も しくは四天王寺式である。伽藍中執線から西面回廊内側まで約27m，

金堂を山田寺程度の規模と仮定すると金堂 ・塔の心々距離は約27mとなる。この距離は高麗尺

の750尺に当たり法隆寺若草伽斑とほぼ同規模で，山田寺より回廊東西岡がやや狭くなる。

今回検出した遺構は従来知られた奥山久米寺式軒丸瓦と直接結び付くものではなく， 今後前

身の遺構及び金堂 ・講堂・門等，他の堂舎の解明かτ歪まれる。 (岩永省三)

園調。
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藤原宮跡・ 藤原京跡の発掘調査

飛鳥藤原宮跡発掘調査部

飛13・藤原宮跡発掘調査部では，藤原宮跡・藤原京跡において1987年度に別表 (18頁)のよ

うな発掘調査を行った。以下に主な調査の概要を報告することにする。

l.藤原宮跡の調査

東方官筒 ・内裏東外郭の閤査(第55次) 東方官f街地区については， 1978年の第24次訓査以来

継続的に調査を続けその様相が次第に明らかになりつつある。第55次調査は， 一連の東方官街

に関する調査のうちでは最後の訓査に当り ，官術地区と内裏外郭地区とに跨る位置で実施した。

なお内装束外郭地区については本調査地の北で奈良県教育委員会による調査，また南では第4

次調査が行われている。

藤原宮期の遺構掘立柱建物 2練，掘立柱塀 1条，構2条がある。SA865は内裏東外郭の莱を

限る南北塀で， 14間分を確認した。柱は全て西方向へ抜き取られている。SA865の東にある

SDl05は宮内基幹排水路(東大ì~n で，幅 4 m， 7.奈さ0.8mある。堆積土は 3層に大別でき，中

層と下層から木炭 ・土器・瓦等が出土した。また下層からは木簡が出土した。SA865の西，内裏

東外事~の内部には SB6052がある。 桁行 8 UJJ・梁行 2間以上の南北棟である。SA865の東32mに

は南北塀 SA6051がある。 SA6051は第41・44次調査で検出した，南北二つの官術区画のうちの

北側の官街の西を限る塀と推定され，やはり第41・44次訴l査で検出した，この宮術の束をl決る

堺との聞は66m(大尺750尺の1/4)になる。この官街の内部には SB3897がある。SB3897は

SA6051と西側柱を共有する東西棟建物で 東側から 2問分については既に第44次調査で確認し

ており，今回の調査成*と併せると桁行 7間・梁行3聞の規模に復原できる。SA6051の西には

南北構 SD850がある。幅1.5m，i奈さ0.6mで， tlHi't土は2帽に大別できる。 SD850は官術区画に

沿ってあることから SA6051とともに東方官街地区を画する施設の一つであるとみられる。なお

Ji I 

一if。

藤原宮東方官fl!r地域調査位位図
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SD850とSD105とのIH]約18mには藤原宮Wlの顕著な遺構がないことから，この間が1有北方向の宮

内道路であったと考えられる。

藤原宮期以前の遺構 弥生時代・古墳時代及び7世紀代の遺構がある。弥生時代の遺構には，

斜行する大様SD6064がある。幅は最大3.5m.7奈さO.6mで.!佐和土は 3層に分かれ，中層から

は弥生時代後期の土器が多量に出土した。古墳時代の遺構には，掘立柱建物 2棟，機2粂，土

坑があり，建物・桃はいずれも方眼方向に対しほほ450振れている。 SB6065は桁行41H]・梁行3

間と推定され，また SB6066は桁行 3111].梁行 3問である。SD6067は幅1.2-2.0m.深さO.5m

で，堆積土は 3層あり，最下層から 6世紀代の土器が多量に出土した。SD6068は幅O.5m.深さ

O.15mで，堆積土は 1帽で，南端は削平されている。SK6069は不整形の土坑で.6世紀代の土

器が出土した。7世紀代の遺構には掘立柱建物 3棟 ・掘立柱塀 3条・道路 l条 ・様 2条 ・土坑

がある。 Ss3889は第44次調査区で東端を検出しており，桁行11111J・梁行 2聞の東西棟建物に復

原できる。Ss6053は桁行 4]1:1]・梁行 2IUJの南北棟建物。SB6054は桁行4間以上・梁行 2聞で，

東側柱筋は SDl05によって破壊されている。 SA3891は第44次捌査区から西に延びる東西塀で，

4間分を確認したが.SD6075以西では検出していないことから.SD6075・SD850付近で北に曲

がるものと推定される。SA6063は南北塀であるが，削平のために一部欠けている柱穴があり，

また北端が不明である。SA6057は南北塀で.18問分を確認した。SF6050は条坊計画道路の東一

坊坊間路に相当し，東西両側構を伴う。東側溝 SD6058は幅l.Om.深さO.4mで，西側様

SD6059は幅O.85m.深さO.2m。両mlJ桃の心心距離は7.2mである。そのほか7世・紀代の土坑が

数基ある。

藤原宮Jm以後の遺構 奈良時代と平安時代の遺構がある。 来良時代に属すると考えられる遣

e 
ヒ=--:l h

d
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南に庇がつく東西棟建物。S86070は北妥 2聞を検出したにとどまったが，東側主1:筋がS86071の

西喪に揃う。SA6056は南北塀で，柱!日l寸法にばらつきがあり ，また柱J踊B隠の規模も一様ではな

い。平安時代の遺構には掘立柱建物 5棟・掘立柱塀 l条・桃 2条.~ I:戸 3 基 ・ 土坑がある。

S86072は桁行 51m以上 ・梁行 2111Jの南北練建物。S86074は桁行3問 ・梁行 2f日lの総柱の南北棟

建物。 S86073は南北棟建物で，北安 21111のみを検出した。S86080は桁行 5間・ 梁行 21111の南北

棟建物。S86081は桁行4問・梁行 2聞の東西棟建物。SA6055は南北 9I1IJの堺で，柱姻形の規

模 ・柱問寸法にばらつきがみられる。SE6077は一辺0.5m，深さ 0.55mの縦板組の井戸。

SE6078は一辺0.7m，深さ0.8mの縦板Mlの井戸。SE6079は一辺0.8m， i奈さ約 1mの縦板組の

井戸。 S06075は奈良時代中頃の開削にかかり，当初幅 2m，深さ0.5mの玉石で設岸した南北桃

であった。しかしそののち氾置を繰り返し，北方では桃幅が大きく広がっている。最上府は平

安時代中頃の造物を含んでいる。m4次調査区では S0850の西 2mにこれと並行する南北出

S0852を検出しており ，S06075はS0852の延長部である可能性もある。S06076はやや北京に斜

行しながら東流する石組の東西併で，幅1.5m，深さ0.5m，御形の幅は 2mで，側石一段が残

り，底には偏平な石を敷く 。SK6083は東西 6m，南北4m，深さ0.5mの土坑。なお平安時代の

遺構のうち S86080 ・ S86081 ・ SE6079 ・ SK6083は平安時代中期以降に IL~ると推定される。

出土地物 土器 ・土製品・瓦 ・木簡 ・木製品・銭貨 ・金属部 ・石製品 ・ガラス王者手があり，その多

くはS0105・S06侃5等から出土した。土器には純文土器・弥生土器 ・土問i器・須恵器 ・黒色土器・

瓦器 ・施糊陶器(緑紬 ・灰豹h陶器)・製塩土器があり，品目:土器も出土している。土製品には陶

硯 ・土馬等がある。瓦は軒瓦 ・;!L瓦・平瓦 ・碇斗瓦・隅木珪瓦等があるが，出土祉は少なく，藤原

宮式が大部分である。銭貨には「隆平永質J r万年通貨J，金属製品には帯金具 ・刀子 ・勉等がある。

また石製品には砥石 ・紡銭III・管玉・有孔円盤 ・石鍬 ・争IjJt石器等がある。また木製品としては斎

串が出土している。木簡はS01白から35点が出土したが，ほとんどが断片である。

以上のよう に当調査では藤原宮東方官f街地区及び内装外邦地区等について新たな知見をうる

ことができた。それを列挙すると次の通りである。(1)藤原宮で初めて一つの官術の規模が推定

できた。既に述べたようにこの官術の東西の規模は66m (大尺750の1/4)であり ，またこのTI・

街の北限が東面北門から西へ延びる宮内道路までであるとすると，第41次調査で検出した官1M

の南を限る東西塀・SA3630との1[1]，すなわち官術の南北の規模は88m (250大尺)となる。(2)1"'1

裏の東外郭を限る塀の内側に規模の大きな掘立柱建物が検出されたことは，平減宮と同級にh草

原宮においても内議東外郭に官術が存在していたことを推定させる。(3)藤原宮JUI直前にもこの

地J或には建物や塀.があり，建物が塀に聞まれたような配世を採る可能性もある。これらは藤原

宮lUl以前の官術的な施設かあるいは造営的に|刻辿して設けられ使用された施設である可能性が

考えられる。(4)藤原宮廃止以後も平安時代前期頃までは整った配i丘を採る建物昨や構があり，

平城宮遷都後の公的な施設か，藤原宮城が荘閤化した際の荘間関連施設の可能性が考えられる。

西南辺地犠の調査(第57次，第54-4・15・16次) 調ヨモはいずれも宅地造成とそれに関連する

一)) -



道路工事等に伴う事前調査である。調査地は植原市四分町で，藤原宮の西南辺に当たり，この

地域では昨年度第51次調査として第57次調査区に西隣する位置で調査を実施し，藤原宮に先行

する条坊遺構として西二坊坊間路と六条条問路の交差点を検出したが，当該地域における従来

の調査と同様に藤原宮期の遺構は稀iiFで，しかも小規模な掘立柱建物が検出されたに過ぎなか

った。なお調査地は弥生時代の集落遺跡である四分遺跡にも当たっている。

口
「下手[。

藤原宮西南辺地域調査位置図
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第57・54-15次調査 第57次調査は昨年度調査した第51次澗査区の東側で実施し，また第54-15

次調査は第57次調査区の西北隅に接続した位世で行った。両次の調査で検出した遺構は掘立柱

建物 2棟，井戸 2基，道路 1条，自然流路等である。なお第57次調査区の西南部では下層遺構

の調査を行い弥生時代の自然河川 ・斜行機・小穴群などを確認した。 SE6103・6104の2基の井

戸はいずれも調査区の東北部にあり，紫煽りの井戸で，堆鞘土からは 7 世紀後半から藤原宮J~j

の土器が出土している。 SF4750は条坊計画道路の六条条IIIJ路で，第51次澗査で確認したものの

東延長部に当たり，路面幅は約 6mo S05314・5315はその南北両側様で，闘は約0.8-1 m， i:奈

さは0.3-0.4mである。S05332は古墳時代の自然流路で，第51次訴i査で確認しているものに連

続する。

第54-4次調査 第51次調査区の西側に制査区を設けて実施した。澗査区の西北|叫と東南隅で弥

生時代後期の土坑 2 基を検出したに過ぎず，藤原宮J~)の遺構は検出できなかった。

第54-16次調査 第54-4次調査区の西北方で笑施した調査で，西田大垣・内法・外泌を確認し

た。内涼については東西岡府を確認し，幅 2m，深さ0.75mであったのに対し， 外涼について

はその東肩を確認したに留まり，また西田大垣も柱穴 1個のみを検出しただけである。

以上藤原宮西南辺地域で今年度に実施した 4次にわたる調査や従来この地域の周辺で行われ

た調査(第10・26・34・51次等)を総合すると，宮西面南門からI輔の宮西南辺にはまとま った

建物群はなく，独立した官衡を構成してはいないことが明かとなってきた。

西方官衡の調査 (第54-9次) 植原市立鴨公幼稚国への進入道路建設に伴う事前調査である。

剤査地は宮西方官街地区の一郭に当る。日間l査区の北1I1IJで行われた第 5-9次調査では長大な南

北棟掘立柱建物を中心とした建物群等からなる官街の存在か瀧認され， 平城宮馬寮との類似性

が指摘されている。調査の結果，直接西方官fTtrに結び付く遺構は確認できず，藤原宮w期U悶iの辿

は土坑 l基を検出するに留まつたが，藤原宮直前の条坊計画道路である西二坊坊間路や 7世紀

後半の掘立柱建物，古墳時代の自然流路等を検出した。西二坊条附路は路面幅約5.4mで，幅

1.3m，深さ1.1mの東側溝と幅0.7m，深さ0.25mの西側議を伴う。

2.藤原京の調査

左京一条ニ坊の調査(第56次) レジャー施設建設に伴う事前調査である。調査地は極原市法

華寺町で，左京一条二坊のほぼ中央に当たる。調査の結果，藤原宮j回以前の自然流路 ・土坑，

藤原宮期の東二坊坊間路 ・ 一条条問路と掘立柱塀， 藤原宮J~I以降の小樽・土坑等が検出された。

検出した遺構のうち藤原宮J切に属するものについてみると， SF6030とSF6035はともに路而幅

5.5mで，両側に素掘りの側棋を伴う。*二坊と方IUJ路の東側桃は幅1.0-1.5m，深さ0.2-

O.4mで，北流して交差点で一条条間路の南北両側様が合流する。合流点以北では幅が広く，ま

た深くなっている。西側溝はともに幅1.2m，i奈さ0.2mで，交差点で西へl加がり， 一条条1111路

の南北両側織となる。一条条問路の交差点以来の南北両側部は交差点以来ではともに幅0.7-

1.0mで，深さは数mしかないが交差点以西講ではそれぞれ幅1.0m，深さ0.3mと幅1.2m，深
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さ0.2mある。交差点以東では一条条間路北側溝の北約 6mに掘立柱東西塀があり ，2問分を検

出した。東二坊坊間路と一条条間路の交差点が確認されたことは，藤原京北半における条坊復

原を行う上で重要な資料を得たことになる。

左京六条三坊の調査(第54-1次) 作業場新設に伴う事前調査である。調査地は植原市木之本

町で，左京六条三坊西北坪の東南部に当たる。調査地の東方，左京六条三坊東北坪の南半に当

たる位置で実施した第50次調査において検出した東西大総SD4130の西延長部の南岸を調査区の

北端で確認したほかに顕著な遺構はない。SD4130からパルメ ット押捺文軒平瓦 ・山田寺系単弁

八弁蓮華文軒丸瓦が出土したことは，調査地の付近に 7世紀中頃の寺院が存在したことを伺わ

せる。

左京九条因坊の調査(第54・25次) 農道新設工事に伴う事前調査である。調査地は極原市南浦

町で，国指定史跡大官大寺跡の寺域の北側に当たる。調査の結果， この地域では 7世紀中頃以

前に広範囲にわたって大規模な整地が行われ，整地ののちに遺構が築かれていることや新たに

7世紀代の南北大道が存在していたことなどが判明した。調査地一帯における大規模な整地の

のち，まず斜行する南北百年が掘られ，ついで幅 3m，深さ0.3mと幅 6m，深さ0.2mの2条の

南北講が掘られる。この 2条の南北Wiの問は18mあり，問機を東西側i持とする南北道路と考え

ることができる。この道路は東西両側溝から出土する土器や瓦から，藤原宮JUlまで存続してい

たことが確認できる。そのほか南北道路と同時期の構や 7世・紀代から13世紀頃までの建物の柱

穴と見られる多数の小穴も検出されている。

右京二条二坊の調査(第54・23次) 私道建設に伴う事前調査である。調査地は橿原市醍醐11汀で，

右京二条二坊に当り，西には「長谷田土塩」がある。調査地の北側では第42次調査が行われ，

西二坊坊間路東側燐に当たると見られる講を検出している。調査の結果，二条条問路と酉二坊

坊間路の交差点を検出 した。二条条間路は路面幅 6mで.南側議は幅1.0m，深さ0.25m，北側

溝は幅1.3m，深さ0.2mである。西二坊坊間路は二条条!湖路と同規模で路面幅 6m，交差点以

東では東側溝は幅1.3m，深さ0.15m，西側携は幅1.2m，i奈さ0.3m，以西ではそれぞれ幅

1.2m，深さ0.2mと帽2.0m，深さ0.3mである。 2条の道路の交差点の状況は，その北側では

西二坊tti問路東西両側溝と二条条問路北側溝とがL字状に接続し，交差点以南では西二坊坊間

道東西両側溝を二条条問路南側裕に合流させ，さらに西流させている。 しかし南側溝が一部あ

ふれ，北流して交差点を横切っている。

右京七 ・八条一坊の調査(第54φ19次) グランド造成に伴う事前調査である。調査地は極原市

上飛騨町で，藤原宮朱雀町の南にある日高山のほぽ中央西斜面からその西裾の平坦地に及ぶ，

右京七条ー坊 ・ 八条一坊に当たる。 調査は 1-町区の 4 調査区を設けて行い，藤原京J~J と 中 i止

に属する遺構を検出したが，遺構は町区の南半に限られ，町区の北半や他の調査区では後代の

削平によって遺構が全て失われたものとみられる。

藤原京郷jの遺構 七条大路やその側禅は後代の削平のために既に失われていたが，右京八条
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T1r'. ---..:;:， ー幼東北坪内部で藤原京!UJに

条がある。SBI04は桁行 7111J.

梁行 31日jの東西棟建物で，断

ち制り澗査を行った南側柱に

は柱狐!形の底而に挙大の際が

物で，北側柱 2間分を確認す

るに閉ま った。なお南側柱筋は坪を南北に三等分する位'iaにある。SA1l6は東西塀で，東方 ・西

方いずれも捌査区外に延びる。剖査区内で15111J分を硲認した。なお SA1l6は坪を南北に四等分

する位i位にある。BJUJには抑立柱建物 5株と抑立柱堺 5条がある。SBI05は桁行 3問， 梁行 21日1

の東西棟建物。SBI06は桁行梁行とも 2削で，柱問寸法も同じ方形の建物。東妥柱は掘形内部を

版築状に突き固められている。SBl07は桁行4間以上，梁行 2111Jの東西棟建物。以上3棟の建物

は北官!IJ柱筋と南側柱筋を姉えている。SBl18は桁行 31m以上，梁行 211JJの東西棟建物。SB129は

東西棟建物で，制査区外西方に延びるため，東姿と北側柱の東端の 1IIJJ分を確認するに留まっ

た。SA1l7はA!YJの東西塀 SA1l6の位置を基本的に踏襲する東西塀である。調査区内で桁行15

間分を検出したが，さらに調査区外来方および西方に延びる。SA125は東西塀 SA1l7から北に

延びる南北塀で，その北端の柱からさらに東に鍵の手状に折れ東西塀 SA126となる。SA125は

41日]あり .SA126は自由j査区内で 311fJ分を確認した。 SA127も東西塀SA1l7から北に延びる南北塀

で，その北端の柱から西に鍵の手状に折れ SA128となる。なお藤原京!UJに属する造物は少ない。

中世の泊l;~ 抑立柱建物 2棟.~ I:戸 211主. :11:戸2i!.t'.葉掘りの構 5条等がある。SBI02は南北

棟建物であるが， 北で酉にかなり振れている。桁行 3UJJ以上，梁行 11日jで，北姿には姿柱を検

出していない。SB130は東西棟建物で，北で西に振れている。桁行 5JUJ以上，梁行 2f日lで，東3

聞をIIIJfJ:切っている。SEI08・SE124はともに石組の井戸である。SDI09とSD1l3は約 3mを隔

てて東西に連なる索掘りの部で，幅約4.4m.i奈さが)l.lmである。SDlllはSD1l3の南に新たに

掘り直された索抑りの東西部で，規模は SD109とほぼ同じである。これらの携の西に接続して

SD1l2・SD1l4が南北に連なる。以上の 5条の葉掘りのiiViはいずれも本来液状に水をたたえてい

F
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たものと思われ，環濠のような施設であったとみられる。

以上のように，七条大路を検出することはできなかったが，右京八条一坊東北坪内部で，藤

原京期に 2時期にわたる建物群が造営され， 一定の計画に従って配置されていたことが明かと

なったことは，藤原京内における土地利用の笑態についての貴重な資料を得たことになる。

右京十一・十二条因坊の調査(第54次) 病院建設に伴う事前調査である。調査地は極原市石

川町で，右京十一条因坊西南坪と十二条四坊西北坪に跨がる位置にある。十一条大路をはじめ

藤原京に関連する遺構の存在が予想されたが，条坊に関わる遺構は検出できず，十一条大路の

存否は確定できなかった。遺構としては奈良時代以前に属すると考えられる掘立柱建物 1練 ・

掘立柱塀2条・土坑・溝等がある。

3.藤原京内寺院の調査

紀寺跡の調査 (1987ー1次) 紀寺跡は，明日香村小山に所在し，平城京外京に存在する紀寺の

前身寺院と考えられている。 1973年以降の県営明日香緑地運動公園建設に伴う調査によって，

藤原京左京八条二坊全域が寺域であると推定されるに至った。今回の調査は，水田改良工事の

ための事前調査として行われたもので，寺域内の東南部に当たる。検出した主な遺構は，藤原

京の造営に伴って行われた寺域内外の整備に関連したと考えられる大小16基の土坑と小穴 ・小

樽等である。16基の土坑は全て一体のものであると考えられるが，そのうち同規模で東西に長

い大型の土坑である SKOl・06・09・11の4基は，東端を揃えるように 4-6 mの間隔で南北に

並び，大型土坑の周囲に小型の土坑が規則的に配置されている状況からすると，大型土坑 1基

と数基の小型土坑とで一つのグループを形成していたと考えられる。またこれら大小の土坑は

長辺の壁が垂直に近く，短辺の壁が緩やかな船底形を呈し，底の中央が一段丸くくぼんでいる

点で相似した形態を採り，その埋土の状況や出土遺物の種類にも共通点が認められる。SKIOも

大型の土坑であるが，上半は不整円形，下半は東西方向の長方形を呈し，大量の漆容器の壷を

出土した点で他の土坑とは異なる。また SK12は柱掘形に似た方形の土坑であり，火を受けた石

等を出土した。これらの土坑からは鋳鋼関係の遺物や漆容器 (SKIO出土) ・木簡 (SKOl等出

土)が出土した。鋳銅関係遺物には，炉床・フイゴ羽口・士甘塙等の鋳込み用具や湯口 ・パリ屑

等仕上げ段階の廃材があるが，製品はない。 SK10出土の漆容器には多様な器種の須恵器や土師

器が用いられ，そのうちの査類には中の漆を掻き出すために行った痕跡が見られ，また木や誌

を芯として布をかぶせた栓や漆箆が伴出することから，漆工房での操業終了時に残った漆を集

め，不用物を投棄したものと考えられる。 SK10からはまた金箔も少量ながら出土している。以

上のような遺構や遺物の様相からみて. 16基の土坑は紀寺の造営に関わって掘られ，その終了

時に不用となった資材と道具類を投棄したものと考えられ，鋳銅・漆・箔を用いた作業を行っ

ていた工房の廃棄に伴う土坑群と推定される。なお伴出した土器から土坑群の時期は藤原宮期

までと見られる。 (橋本義則)
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1987年度 飛鳥藤原宮跡発砲制査部調査一覧

開査地区 備 苦手， 遺跡・澗査次数 調査 JUJ IUJ 1面積

5BlS -N 1藤原京第54次

6AJF' -B 1藤原宮第55次

6AJN -p 1藤原、京第56次

6AJH -p 

6AJC -L 

5BlS -R 

6AWH-U 

6AJM -A 

6AMF' -H 

6刈P-T 
6AMQ-N 

6AMQ-U 

6AJG -R 

6AJL ーC

6AJM -F' 

6AJJ -A 
6AWH-K 

6刈H -T 

6AJD -M 

6AJH -P 

6AJM -A 

6AJNーj

藤原宮第57次

藤原京第54一l次

藤原京第54-2次

藤原京第54-3次

藤原宮第54-4次

藤原京第54-5次

藤原京第54-6次

藤原京第54一7次

藤原京第54-8次

藤 原宮第54-9次

藤原京第54ー 10次

藤原京第54ー11次

藤原京第54ー12次

藤原京第54-13次

藤 原京第54-14次

藤 原宮第54-15次

藤原宮第54-16次

藤原京第54-17次

6AMQ-D・C1I篠原京第54ー18次

6AWH-K 1藤原京第54-19次

6AJJ -B 1藤原宮第54-20次

6AJM一D 1藤原京 ~54-21次

6AJJ -B 1藤原宮第54-22次

6AJQ -E'F' 1藤原京第54-23次

6AWH-Q 

6AMA-Q 

6AMD-T 

6AMD-T 

6AKH -P 

6BKl -G 
5BTN -P 

5BAS -A 

5BAS -E 

5BOQ -1 

5BOQ -Q 

6AMC -P 

藤原京第54-24次

厳原京第54ー25次

石神遺 跡 第7次

石神遺跡周辺A

川原寺周辺

紀寺 1987-1次

国中廃寺 1987-1次

飛鳥寺 1987-1次

飛鳥寺 1987-2次

奥山久米寺 1987-1次

奥山久米寺 1987-2次

奥山久米寺周辺

87. 4.14-87. 6.171 980m' 

87. 5.11-87.12.141 2.150m' 

87. 5.19-87. 6.251 810m' 

87.10. 5-87.12. 31 1. 220m' 

87. 4. 8-87. 4.101 38m' 

87. 4.19-87. 4.201 80m' 

87. 5.13-87. 5.161 10m' 

87. 6.22-87. 6.261 78m' 

87. 7.13-87. 7.151 34m' 

87. 7.22-87. 7.251 12m' 

87. 8. 6-87. 8. 71 18m' 

87. 8. 6-87. 8.121 180m' 

87. 8.26-87. 9.161 560m' 

87. 9. 4-87. 9. 81 25m' 

87. 9.24-87.10.121 137m' 

87.10.14-87.10.161 14m' 

87.10.14-87.10.301 192m' 

87.10.27-87.10.291 23m' 

87.11.12-87.11.191 19m' 

87.11.24-87.11.271 107m' 

87.11.24-87.12.101 430m' 

87.11.30-87.12.11 1 260m' 

87.12. 3-88. 3. 41 1.560m' 

88. 1.11-88. 1.121 40m' 

88. 1.12-88. 2.10 1 425m' 

88. 2. 1-88. 2. 91 170m' 

88. 2.10-88. 4. 11 970m' 

88. 3.22-88. 3.23 182m' 

88. 3.28-88. 4.261 250m' 

87. 8. 3-88. 2. 91 1.000m' 

88. 3.22-88. 3.24 122m' 

87. 5.21-87. 5.261 20m' 

右京十一条因坊西南坪・十二条
凶坊西北坪・十一条大路

宮東方官街・内裳京外郭

左京一条二坊・一条条!日1路・東
二坊がJ問路

宮西南隅・(四分遺跡)

左京六条三坊西北坪

右京十一条因坊西南坪

右京八条一坊東南坪

宮西南隅 ・ (四分遺跡)

左京八条三坊東北坪 ・束三坊坊
IIIJ路
右京二条一坊西雨坪

右京九条三坊西I釘坪・九条大路

右京九条四坊東南坪・九条大路

宮西方官街

右京七条二坊東南坪

右京二条二坊西南坪

左京八条ーがJ西北坪

右京七条二坊東北坪

左京七条三坊西北坪

宮西南隅・(四分遺跡)

宮西南隅 ・(四分遺跡)

左京一条三坊西南坪・東三坊がi
問路

右京九条三坊東南坪・西二坊大
路

右京七条一坊東南珂， .八条-t}j
東北坪 ・七条大路

宮西外濠

右京七条二坊西北坪

宮西北辺

右京二条二坊東北坪・東南坪・
西地坪 ・西1菊Tl'.西二坊坊IIIJ
路・二条条11日路

七条大路・西一坊大路

左京九条四坊東北坪

飛鳥海御原宮推定地

飛鳥浄御原宮推定地

方南地定
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平城宮跡・平城京跡の発掘調査

平城宮跡発掘調査部

平域宮跡、発掘調査部は， 1987年度に，平城宮跡内では朝集殿南西の兵部省維定地区，内装束

方の造酒司推定地区なと17件(宮北方遺跡を含む)，平城京域内では左京三条二坊七 ・八坪 (:長

屋王宮)などの 7件，及ひ百大寺など寺院 6件、計30件の調査を実施した。

1.平減宮跡の調査

兵部省地区およびその北方(第175・185次)の調査 奈良シルクロード博覧会の開催に伴ない，

近鉄線上に設置された跨線橋の工事々前調査として行なった。調査区は、第 l次・第 2次朝堂

院地区の中間南方にあたり ，線路南側を175次， 北側を185次として設定 した。

兵部省地区の調査 175次調査では， 167次調査でその南辺を検出していた朝集殿南西宮街の西

辺の築地塀を検出し，当該官街が兵部省であることがほぼ確実となった。

A期 藤原宮式の軒瓦を含む整地土で調査区全域に及ぶ整地を施し 築地塀 5A13030Aによ

って官街減を設定すると共に，内部にさらに整地を行なう。掘立柱塀 5A13020で内部を南北に

区画し，北に 1棟の東西棟礎石建物 S813000，南に 2棟の南北棟礎石建物 5812980・12990を配

す。 5A13030Aは基底幅 7尺と推定され，西側に両落機 S013025を伴なう 。2ヶ所に門 S813040，

S813050を聞き. S813040の前で S013025は西側に張り出す。東西塀 SA13020は，柱問 8尺

(2.4m)で，西 1・2の柱穴には径30cmの柱根をとどめる。北側雨落語専 S013006は築地下を暗

渠で抜けて調査区西方の大講 S03715に注ぐ。 S813000は桁行 3問，梁行 2聞で，東南隅柱と束

姿柱の礎石が原位置に残る。周囲には雨落Wi-が巡っており，河原石が落ち込んでいるので，雨

葛石一段程度のごく低い基壇を形成していたと考えられる。S812990は礎石根石を， 5812980は

北委柱列の礎石据えつけ穴を検出 し，梁間規模は相等しい。S812980・12990の東側柱列は柱筋

がそろい，東には共通の雨子容認年

S012995が通る。また SB12980は，

門 SB13040の中心線を取bとして，

S812990と南北対称の位置に配置さ

れたと推定される。門 S813040の

中心線と東西塀 SA13020との距離

は75尺 (22m)である。

B期 築地塀 SA13020Bは， SA 

13020Aの東内側に，礎石列を付加し

て柱を建て， 屋根を茸きおろして廊

状の構造としたもので，雨f{r淋

S013010を伴なう。礎石は築地心から平城宮跡発掘割査位置図

。3



10尺 (3m)をへだ・てて， 11尺 (3.3m)等閑に配され，調査区北方3ヶ所に残存する。礎石周囲に磯

や瓦片を詰めて根固めとする。3棟の建物は存続し， SAl3020をとりはらう。

以上，内部に礎石建物を配し，築地で固まれた官街の存在が明らかになった。東西規模は250

尺 (74m)，南北規模は SB13040が西面中央に聞くと仮定すると350尺(l03.6m)となる。この

官街は，すでに報告されている「兵部」 ・「兵厨」などの墨書土器や，造兵司や考課に関わる

木簡などの周辺の出土造物及びその位置から， 167次調査で推定した通り兵部省に比定される。

平安宮の宮城図では朝堂院(八省院)の南面西に兵部省が位置しており，さらに r西宮記』に，

兵部省の築地は「片腐」と記されているのは，上記 SA13020Bの形式を平安宮においても引き

継いだものと理解される。ちなみに，壬生門をはさんで本官街と対称、の位置にある築地のー画

は式部省に比定される (165次調査，年報1986)が，やはり築地の内側に礎石列 (SBl2020)を

検出しており，兵部省と同じく「片廟Jの廊を設けていたことがわかる。
E三:--...

4 

ハ
U

内

ru



兵部省の発見は，八省クラスの官街としては推定宮内省 ・同太政官に次ぐものである。その

設置年代については， S811980の礎石据え付け穴から平城宮土器編年町-VJ切に属す土器が.ま

たSBl3000の雨落機からは軒平瓦6721(平城宮瓦編年目)が出土していること，また他の出土軒

瓦が，第 2次大極殿 ・朝堂院(上層)所用の軒丸瓦6225(平城宮瓦編年目)を主としているこ

となどから，第 2次朝堂院の成立と対応して考えることができるが，下層遺構の存否は，部分

的な調査に留まったためなお明らかでなく，今後式部省をあわせた両官街の内部実態の究明が

課題である。

兵部省北方の調査 本調査区は，第1次朝堂院南方広場と第 2次朝集殿院とのI聞の南北に細長

い区域の南辺にあたり ，北辺は第 l次 ・第2次朝堂院地区南辺を結ぶ堺あるいは築地によって

画される (171次調査，年報1986)。今回の調査で，南辺も築地塀で画す時期があることが判明

し，この区画が官街であった可能性を示した。奈良時代以前の主な遺構には，古墳時代の 2条

の斜行構がある。奈良時代の遺構は， 4期に時期区分される。

A期 調査区南方に東西訴事 SD13117が掘られ，この北側に建物 S813122・13123が，北方にや

や離れて S813131が建つ。 S813122の南側柱は独立した柵となる可能性もある。

B期 桁行 9問、西廟付の長大な南北棟建物 S813124が建つ。

C期 第2次朝集殿院南辺の西延長位置に，築地塀SA13120が設けられ，北側に S013121，南側に

S013118が並行する。 S013121は，築地北側lの区画の排水路と考えられる。埋土から瓦片が多く出土し，

軒平瓦6561(平城宮瓦編年1)を含む。北方には L字型の柱列S813130があり.塀の一部となる可能

性もある。

D期 南北練建物 S813125，その北東に北廟付東西棟建物 S813125が配され.この時，築地塀

はとりはらわれていたと考えられる。 S813125柱抜取穴から軒丸瓦6282G(平城宮瓦編年IY)が

出土した。

築地塀 SA13210の設置年代は，第 l次朝堂院の区画施設が掘立柱塀から築地塀に改作された

時期に対応すると考えられるが，土器などの伴出造物が少なく，その特定は今後の課題である。

日A 日P

兵音11省北方地区遺構変遊園
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造酒青地区(第182次)の調査 平城宮跡遺構彊崖東に駐車場を設けるための事前調査として行

なった。内裂の東方，造酒司と推定された第22次(北)調査区の東に接した位置にあたる。以

下， 22次調査検出遺構とあわせて遺構の変遷を述べる。

A期 覆屋付の井戸 SE3149の東に南北塀 SA3041をへだてて 3棟の建物 SB2976・13155・

13151が配される。SA3041の北方に桁行7聞の建物 SB2997が建つ。周辺北方は空閑地である。

B期 西隣の推定太政官の区画は築地塀に改められ，その北面延長位置に築地塀 SA3000が設

けられて，この地域の北側を画し， 2間の門 SB13260を聞く。井戸 SE3149の東に，やはり覆屋

を持つ長方形の井戸 SE3046が設けられる。井戸の東方には塀 SA3041をへだてて南北両府付の

建物 SB13180を建て，北方築地塀との問に 3棟の建物 SB3004・SB13210・SB13240が，南方に，

南北棟建物 SB2980，及び塀 SA2975・13170で区画された建物 SB13160が配される。

C期 北面の築地に開く門 SB13261は桁行 1I笥に縮小される。 2基の井戸は存続し，その南

方に大規模な南北棟建物 SB3011及びそれに接続する塀 SA3023によって一区画が形成される。

東方も南側に雨落溝 SDl3190を伴う東西塀 SA13200，コの字形に速なる堺 SA2988・2972・

13165などによっていくつかの区画に分割され，建物 SB13205・13175.2977・13150が配される。

SB3011とSB13150との!日jには，新たに周囲を玉石列で限った井戸 SE2966を設ける。北方には土

械が掘られ，機能の主音ISは南方に移る。

以上のうち，造酒司推定を裏付ける遺構として注目されるのは， B期の建物 SBl3210の内部

北寄りに，南北 3列，約1.2mの間隔で設けられた，径30-40cm，断面すり鉢状を呈する29個の

小穴群 SX13215である。これは聾を据えた跡と推定される。22次調査で出土した木簡に，この

ような据えかたの記載 (r三候七原水四石五斗九升J)を持つものがある (r平城宮木簡二J)。遺

物は，北方の土臓を中心に平城宮土器編年町-v期の土器が，また SB13180の周辺から軒丸瓦

6133・6282及び軒平瓦6721(平城宮瓦編年町)が集中して出土している。従来の知見とあわせ，

A期は奈良時代前半に， B. cl明は奈良時代後半以降に位置づけられよう。

(。z此倒伐 険削:1川|
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内裏東北隅(第187次)の調査 パス停留所の上屋改築にともなう事前調査である。現荘までの内装

地区の調査成果により，内裏の規模と周囲の区画施設は， 1)一辺長6∞尺の正方形，掘立柱。2)北面

を30尺，南面を印尺南へ移動，南北長630尺，脇立柱。3)2)を踏襲，築地回廊。の 3JY)の変避をとげ

たことが明らかにされている。本調査区は上記 2) ・3)のl時期の東北隅部分にあたる。調査の結果，

一部後世・の削平を受けた場所をのぞいて，掘立柱塀柱掘形と，築地回廊の基壇土，寄柱礎石，回廊礎

石据えつけ穴を検出した。

東面掘立柱塀 SA印95は3rt司分を検出。柱聞は10尺等!日lである。内裏設置当初からの東面区画施設

で，調査区内南から 3番目の柱から， 2) !UIの北面捌立柱塀SA6侃1が発する。

北面掘立柱塀SA6白1は14問分を検出。柱問は10尺等間で，調査区内西から 3番目の柱抜き取り穴か

ら，軒丸瓦6311A(平城宮瓦編年日期)， U~ などが出土。従来知見の少なかったこの塀の様相が明らか

となり，また造物によって， -:;対切の築地塀SC侃Oの築造年代にも手がかりを与えた。

築地回廊sc侃0・156は中央線通りを築地とした複廊で，凝灰岩切石でタ凶Eした低い基壇があり，柱

は礎石建，築地寄柱にも礎石を備える。東西の SC156は追存状況が悪いが，北而の SC侃Oには基国土

が3O-40cm残存すると共に，礎石据えつけ穴が10間分検出された。柱問l寸法は東面梁間に対応する東

端2聞が13尺 (3.部 m)，以西は3.95mとなる。築地寄柱礎石は7ヶ所に残り，凝灰岩製で方45cm・厚

25cm，中央に方8-l2cm，深さ 6-9cmの孔を若手つ。寄柱の桁行心々距離は13尺 (3.85m)。築地心か

ら柱までの梁間寸法は13尺 (3.85m)である。

なお，調査区の西3/4で市庭古墳の周濠を検出した。深さ1.1m，底聞は西下がりにゆるく傾斜し，

素掘のままである。外提西斜而は，径15-20cmの石を並べて裾ー石と し，以上に小さめの石を茸く。王手

石の方法は，斜面下から上へ径10-15cmの石をー列に並べて区画線とし，その|昔jに径5-lOcmの石を

敷きつめる。茸石の傾斜角度は約31。である。外堤の西南入|明部分は第11次調査で検出しており，今

回の調査とあわせて南面周法の東西長が約お3mであることが判明した。周波の樫土から円形幽物底

板と少量の埴輪片が出土した。
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朱雀門東部 (第157次補足)の調査 第157次調査(年報1略5)で行ない得なかった，第 1次朝堂院東

の大様SD3715と，南面築地大垣SA笈削との交点の様相の解明を主目的として行なった。 157次調査で

は，大百年が大垣下をH音渠で抜けると推定したが，今回，大垣下に当たる部分の東西両岸に 5本の柱根

と護岸の角材，さらに誰岸として投げ込まれた石群を検出し，これらの状況からは暗渠の存在は肯定

し得ず，大講は開渠で宮外へと抜けた可能性か高くなった。その場合はここで大垣は途切れていたこ

とになるカtこれに代わる何らかの閉塞施設があった可能性を残す。大講は大きく 3時期に分かれ，

開削当初は素堀りで，次の時期に大垣部分に柱と角材による護岸を行ない，幾度かにわたって石を投

入して護岸の補強をしている。さらに中世以前の時期に石で流路方向を人為的に西に移した形跡、がみ

られる。また，大溝東岸に並行して検出された塀SA1l7∞は，大垣に近接した位置まで伸びること，

この柱を抜き取った跡に，犬走りの築成が，大垣本体と一連の工程で行なわれたことが判明した。こ

の結果，この周辺の主要遺構では，

大垣北約16mの東西塀SA1765が最も

先行し，次いで南北堺 SA1l7∞，さ

らに築地大垣 SA広則の順となる。

SA1765が大垣築造前の宮南面閉塞施

設であった可能性が強まったといえ

ようが，この塀は南北に足場穴を伴

いながら，柱穴に明瞭な柱痕跡ある

いは抜取り痕跡を留めず，東方にど

こまで伸びるかということと共に

解明すべき点を残している。

平城宮北方遺跡(第1回ー19次)の調査

教行寺納骨堂建設に伴う事前調査で

ある。調査地は平城宮西北隅から北

方約170mに位置する。検出 した遺構

は土塁及ひ東西港各 lである。

WI50 

10m 

朱雀門東部地区遺構図

土塁SX13287は，現状の東西土皇状高まりの南半で約O.8mの積土を確認した。その上に近年の盛土

が約O.8mある。旧土塁は堀込地業を行なわずに旧表土上に直接和み，版築の形跡はなく，積土中に

埴輸を含む。東西構SDl32邸は，調査区西半にあり，申彊O.8m，深さO.8mで，堆積層から埴輪や奈良

時代土器 ・瓦が出土した。土星の年代については，造物から古墳時代を上限とすることがわかるのみ

で，直接の手がかりはない杭 1)北方の佐紀盾列古墳群に関連するもの， 2)東西構SDl3286を南雨

落百年とする奈良時代の築地塀，3)東方に推定される超昇寺城に係わる施設，などの可能性が考えら

れ る。(松本修自)
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2.平城京跡の発掘調査
。。

平城京発掘調査位置図

。。。

o n .. 

左京三条ニ坊ー・ニ・七・八坪 (第184次・ 186次)の調査 「そごうデパート」建設地の事前調

査で，約40000m2の敷地のうち.30000m2以上を 2年半で発掘する計画の第 2年次にあたる。調

査は，前年度に行なった第178次調査区の北方に接して，約6000m2の広さで第184次調査区を，

さらにその西方と，東西に走る市道をはさんだ北側の 2か所に，約5350m2の広さで第186次調査

区を設定して行なった。第178次調査では，奈良時代初めに 2町以上の敷地を占める宅地か存在

することが明らかとなっており，かっその中心地がさらに北方にあることが推測されていた。

今年度の調査により，敷地がさらに 4町に広がることが確認され，中心的な建物群を検出する

ことができた。また，調査区の一面にある井戸から「長屋皇宮」と記した木簡が出土し，この

広大な敷地をもっ宅地の主が，奈良時代の初めに権勢をふるい，左大臣の地位にのぼりながら，

藤原氏の陰謀によって悲劇的な死を遂げた長屋王であったことをほぼ雌定できた。それと共に，

七坪のほぼ全域を完掘し，二坪の一部にも調査を進めることができ，平城京内の宅地利用の実

態の解明に貴重な例を加えることとなった。発掘調査は現在も進行中であり，ここでは1987年

度末までに得た知見をもとにして報告する。
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検出した遺構は，掘立柱建物117棟以上，掘立柱塀40粂以上，構35条以上，井戸24基，坪境小

路2条，及び多数の土臓などである。これらの遺機は全て祭良時代以降のもので，敷地の大小

により AWl-DJ聞の変避をたどる。

A期 奈良時代前半である。坪境小路がなく， 4町・を一体として使っていた時期。長屋王の

邸宅の時期にあたる。掘立柱塀によって敷地をいくつかに区画し，その内部に大規模な建物を

配置する。 A期は，さらに A1期-A3期の変遷をたどる。

A1期は，東西堺 SA040と南北甥 SA030により敷地内を区画する。 SA030は第186次調査北区

で北への延長を検出しておらず，未調査の市道部分で西方に幽がり，第186次調査西区で検出し

た塀 SA201に続くものと思われる。区画内には，敷地の中央やや西南よりに SB210が建ち，こ

れが主殿になる。桁行 7UlJ，梁間 5聞の南北に庇を持つ掘立柱建物で，柱問の寸法は，桁行で

は中央の 5間が10尺，両端1M!が14尺，梁間は10尺等間となり，桁行の中央3間分に床束がある。

身舎の梁間が3聞であることから，格式の高い建物である。東脇殿 SB160とその東方の南北棟

SB150は，南の妻を揃える。 SB160の身舎の西の側柱は，条坊計画による二坪と七坪の中心線上

にある。他には，SB038， SB058， SB168などがある。

A2期は掘立柱塀による区画と建物配置が一変し，最も整然とした配置となる時期である。敷

地内の区画は，南北甥 SA120を東|浪とし，東西塀 SA070が南限となる。 SA120は，七坪におけ

る条坊計画上の東西の中心線上に位置し，第186次官制査北区で更に北方に延びることを碗認して

いる。A1期で敷地内の区画の北限をなしていた塀 SA201はそのまま存続し，それと SA190，

SA191， SA200によって通路状の区画をつくる。また， SA070の南には， SA031， SA032， SA033 

に固まれた一画が付属し，その中に SB027，SB038がある。 SA033は， SA070を越えて更に北に

続き，大きな区画内を東西に分ける。西の区画内では.主殿 SB210，東脇殿 SB160は存続する

が， SB150は取り撲され， SB154を建てる。東の区画には， SB066， SB071， SB100， SB101， 

SB124， SB125， SB1143が建ち並ぶ。 SBIOOは，桁行 8r日J.梁|削 4問の四面に庇がつく格式の高

い建物で.北方の一回り小さい SBIOlと一体になった双堂形式の構造となる。

A3期は， A2JVIの配位をほぼ踏襲するが，双堂の後殿 SB101を取り接して SA133をつくり，

更に SA090，SA091， SA134などを設けて，敷地内を小さい区画に分割する。それにともなって

多少の建物を建て替える。

B期 奈良時代中頃にあたる。各坪の聞に坪境小路を設け， 1町規模の宅地となる。坪境/J、

路の規模は.側t符心々で SF1l5が約 6m， SF050が約 7mである。七坪には，西端やや南よりに

二重の様によって囲まれる方形の区画がある。区画内に設けた施設は検出できなかったが，本

来無かったのか，後世の削平によって失われたのかは検討を要する。また，坪の東西の中心線

よりやや東には南北瀞 SD023があり，東西方向の坪内道路 SF219まで続く。建物は，小規模な

ものが散在するだけで，配世に規絡性はみられない。それに対し，二坪では桁行 71日jの大規模

な東西棟SB217，SB218が南北にi並んでおり，これを中心とした宅地の配置がされると推定できる。
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坪境小路西側溝 SD049Aには，底に坤を敷いた機が流れ込んでおり，築地があったと考えられ

る。また，七坪の SB160を取り壊した際に，西北隅の柱の抜取り穴を利用して鍛冶炉を作って

いる。遺存状況は良好で，壁面は堅く焼けており，輸の羽口が原位置を保って出土した。造営

に関わる資材を鋳造していたものと思われる。

C期 奈良時代後半にあたる。坪境小路 SF050が廃され，再び2町以上の規模の宅地になる。

敷地が4町になるかは，今回の調査では確認できなかったが， SF1l5の側桃がSF050と同じく 2

時期あることから，その可能性は否定できない。七坪の北半部とー坪にあたる部分には，小規

模な建物が建つ。二坪部分の SB214は，梁聞が3問で東に鹿があり，発掘区を越えて南に延び

る。全体の配置からみて，この時期の中心的な建物は更に西方か北方にあると思われる。また，

A 期の主殿 SB210があった位置に井戸 SE211をつくる。一辺約 5rn，深さ3.4mの掘形の中に，

内法135crnの横板を方形に13段組み上げた井戸枠を置く 。底からは，和同開祢23点，万年通宝 3

点，神功開宝12点が散在して出土した。平安時代の初めまで存続する。

D期 奈良時代末~平安時代初頭にあたる。坪境小路が再び設けられ， 1町規模の宅地にな

る。二坪には，北に庇の付く SB216と，その東に SB215が建つ。SB215は桁行 3間以上の南北棟

で，妻の柱筋を SB216の身舎の北側柱と揃える。坪境小路西側構 SD049Bの西には柱穴を l問分

検出し，ここに門があったと思われる。七坪は， D 1期と D2Wlの2小JlHに分けられるが，いず

れも中心的な建物はなく，小規模な建物が散在するだけである。また，坪境小路側羽海 SD048B，

SD1l3Bに沿って柱穴列を一部検出し，築地ではなく掘立柱塀で囲っていたらしい。

出土遺物 発掘区全域にわたって多種多量の造物が出土した。その中で，井戸の造物が注目さ

れる。 SE108からは r長屋皇宮」木簡や，養老元年の紀年木簡と共に平城宮土器編年目期の土

器が出土し，平城京内における土器編年の基準資料となる。また， SE1l7からは猿の墨画土器が

出土した。硯の下皿に使っていた平城宮土器IlJ~lの土師器皿 A に描かれたもので，本格的な絵

を描く前の下絵とみられる。日本における猿の絵としては最古のものであり，美術史的にも注

目される。また， SF1l5の路面上の土械から， 100枚近くの和同開弥がまとまって出土した。紐

を通していた状況であり r差し銭」としての性格をもつものであろう。

まとめ 今回の調査によって，左京三条二坊の地に 4町を占める大規模な邸宅が存在したこ

とが確定し，かっその居住者が出土木簡によって長屋王であることがわかった。平城京の発掬

調査は，広い面積を調査することがなかなかできない状況にあり ，宅地内の遺構配置が明らか

になった例は少ない。また，居住者についても，文献史料から知ることしかできなかった。そ

うした中で，大規模な邸宅の実態を明らかにし，かつ出土地物によって居住者が判明したこと

は，平城京の調査の歴史の中で画期的なことである。今後は，敷地内がいくつかの区画に分割

されていたことが明らかとなったので，各区画の性格の検討とともに，周辺の遺跡との関係が

課題となる。今後の調査の進展によって，平城京における宅地利用の実態にさらに豊かな例を

加えていくことカサ明待される。
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左京ニ条ニ坊十四坪(第189次)の調査 庖舗建設にともなう事前調査である。調査地は，十四

坪の南端部にあたり，東か宵道三条 ・法主義寺線，南を国道24号線バイパスに面する。この地は，

平城宮東院，法泰寺，阿弥陀ゆ土院などの重要な遺跡、に近接し，西南隣の十二坪ではー町占地

で，複廊をもっ官街的建物を検出している。また，調査地の東北の第89次調査区でも大規模な

建物を検出しており，周辺で施利l瓦が採集されていたことからも大規模な宅地の存在が予想さ

れ，約1500m2にわたって剖査を行なった。検出した遺構は，掘立柱建物32棟，掘立柱塀12粂，

井戸 1基，土城，機，瓦敷などである。これらは，大きく 4期の変遷をたどる。

A期 SB18， SB15， SB13の西の柱列と SA17が柱筋をそろえて建つ。その東には SB08，SB04， 

西には SB24，SB30がある。

B期 調査区東半と西半に遺構が分散して建つ。21制X3間の建物が多い。

C期 十四坪の坪内中軸線上の SA21により区画をするl時期。更に 2小期に分けられる。

CU切には， SA21の柱聞が7尺等間である。西の区画には西庇付南北棟 SB29，東西棟 SB39，

SB43がある。東の区画には， SB03， SB10， SA19がある。SB10は第89次調査で東妻を検出して

おり， 桁行7問， 梁間3間の南庇付東西棟になる。

C2期は， SA21を同じ位置で6尺等間に改作し，建物配置も変える。総柱建物 SB2QにはSA21

が取り付 く。 西の区画の SB43は，位置をやや南にずらして SB42に建て替える。東の区画では，

SB10はそのまま残るが， SB03を南北棟 SB01に建て替える。

D期 東西棟SB27と総柱建物SB16を中心とする時期。更に3小期に分けられる。

01 J明は，調査区西端に SB41があり，東ー妻にSA34，46がとりつく 。SB05，SB16， SB27は北

の側柱の筋を揃える。

02 J切には， SA34， SA45をそれぞれ，SA33， SA47に改作する。SB41は取り壕され， SA33の

西に SA37をつくる。

|:上 ④
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左京二条二坊十四坪発掘調査遺構図
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D3期は， SB05を取り峻し， SA02， SAll， SA09による区画をつくる。西には， SB36， SB44 

が西の側柱を揃えて建つ。 SB36の西には，井戸 SE40を捌る。 SE40は，板の側面をほぞで固定す

る縦板組みで，平面が正十五角形となる。井戸枠内の最下!習から， 地飢に使ったとみられる万

年通宝が出土した。奈良時代末に掘られ，平安|時代の初頭まで存続する。

E期 鋳造関係遺物を廃楽した土噺と平安時代以降の構がある。

出土遺物 奈良時代のものでは， SE40から出土した ri酉」謹書土器や，唐草文を|岱刻した須

恵器が注目される。唐草文須恵器は，杯の身と叢の破片があり，平城京内からの出土は初めて

の例である。

また，奈良時代の整地土の下層をさらに掘り下げたところ，遺構面から約50cm下の砂混じり

黄補色粘土層，背黄褐色粘土l百から旧石器が出土した。奈良盆地の低地からは初めての出土で

あり，部分的に発掘区を設定して剖査したところ， 3か所に直径 2-3mの集中区がある状況

が確認できた。刺片には自然面を残すものがあり，剥片岡士に接合関係がみられることから，

この場所で石器の製作を行なっていたと推定できる。組成中にはナイフ型石器をも含み，年代

的にかなり古いと見られるとともに，姶良火山灰より下より出土したことが注目される。

左京四条一坊十五坪(第183-1次)の調査 十五坪の西北側に近い部分の割査。倒立柱建物 5棟，

掘立柱塀 7条を検出した。これらは，奈良時代から平安時代の初頭にかけて 4JYJの変遷がたど

られる。

右京一条二坊六坪(第183-14次)の飼査 西二坊々間路とその両側泌を検出した。道路の規模

は，側機心々で8.5m，路面幅は7.3mである。

阿弥陀浄土院跡(第183-21次)の調査 左京二条二坊十坪の東北部にあたる。西方70mの地で

行なわれた第80次調査では，法華寺阿弥陀浄土|淀に関連する遺構を検出したので，今回も|刻迎

の遺構の出土が期待された。調査の結果，掘立柱建物を l棟検出したが.阿弥陀浄土院との閥

連は不明である。

右京九条大路・坪境小路(第125・5次)の調査 九条大路と西一坊々聞東小路の交点にあたる。

九条大路北側溝の南府と，西一坊々 問東小路西側ll~を検出した。

しら:ijftにjiii:じ出 dlf:?L山
l;::F jdIWゴ供jh円j
日踊 C2削 D2則 E削

左京二条坊十四坪発抑制空Ejl1憐変i婆図
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3.平城京内寺院の調査

西大寺境内の調査 西大寺の防災工事にともなう事前調査である。調査は，護国院東北の貯水

槽から東塔跡の東を通り，本堂と護摩堂に至るトレンチを.1区-VI区に設定して行なった。

古墳時代から近世-までの遺構を確認したが，ここでは主に誌を良時代のものについて述べる。

H区では掘立柱塀5条.掘立柱建物 1棟，築地 1条，機 2条を検出した。SD05とSD13の心々

距離は19.5mで.西大寺造営によって廃絶した西三坊々問路の両側構の可能性がある。

田区は中央で東西に拡張し，西の拡張区で東塔の八角基坦の掘込み地業の一部を確認した。

東の拡張区では築地 SA12の北延長部を検出し，北で 2度西にふれることが判明した。

N区では，埋土に多i立の焼土と炭を含む中世の携を検出した。これは. 1502年(文屯 2)の

西大寺焼亡にかかわる埋め戻し土と考えられる。

本年度の調査により，東塔の基礎地業，西大寺造営以前の右京一条三坊六笠Fの宅地遺構，西

三坊々間路について確認することができた。また，下層に古地時代の遺構があることもわかり，

中世以降の西大寺についても手がかりが得られた。多くの遺物の中では，西大寺創建に関わる

車T瓦の良好な資料が得られ， 二彩 ・三彩のものがあることが確認できたことが特錐される。

〈長

3・a"，..tl 

(玉田芳英)

西大寺境内発掘調査位置図 ・主要地梢図
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1987年度平減宮跡発姻調査部liUll1f.一覧

;¥I.¥J査地区 ill跡・調査次数 fJlJ査 JUJ HlJ 制ヨ(Ed而)47i 世E 考ー

6ABL-D 平城7g til157次補 88. 6.10- 7.10 100 朱彼門*古II

6ABL-A.B 平械宮第175次 88. 5.12-7.10 2.100 兵部省

6ALP-G'H 平城宮第182次 88. 9.24-11.25 1.320 造i商司

6AFN-F' 平成宮第183-1次 88. 5. 6-5.20 280 左京四条一坊十五坪

6BSD 平減京第183-2次 88. 5. 8-5.16 90 西大寺西而南門推定地

6ABN-H 平城宮古';183-3次 88. 5.11-12. 5 12.5 平減宮北方遺跡、

6BFK-H 平成京第183-4次 88. 6. 4 8 法華寺旧境内

6AF'V 平成宮第183-5次 88. 6.10-6.11 9.6 平城宮北方ill跡

6AGU .;:p;城宮第183-6次 88. 6.29-7. 1 27 " 

6BFK-E 平域京第183ー7次 88. 7. 6-7.10 20 法華寺旧境内

6AFV 平減宮第183-9次 88. 8.24-8.28 16.5 平城宮北方巡跡

6AF'E-F' 平城京第183-10次 88. 9.10 130 左京二条四坊二珂z

6ACO-F' 平減2き・ 第183-11次 88.9.10-9.16 24 馬寮j色区北方

6AGU 平減宮第183-12次 88. 9.24-9.26 15 平減宮北方遺跡

6ADA-K 平減宮第183-13次 88. 8.24-8.25 18 宮内西北附

6AGA-G'L 平域京第183-14次 88.10.2-10.15 150 右京一条二坊六坪

6ADB-K 平城宮第183-15次 88.]0. 5-10.7 ]8 馬寮地区北方

6ADA-[ 平城京第183-16次 88.10.19ー10.21 13 平j成宮.北方遺跡

6ADA-K 平城宮第183-17次 88.10.22-10.24 3 宮内西北隅

6AGD-[ 平域京第183-18次 88.10.26-11.14 425 右京二条三坊ー坪

6AGU 平域8 第183-19次 89. 1.2]- 1.26 30 平城宮北方遺跡

6BFK-N 平成京第183-20次 89. 3. 3 9 法華寺旧境内

6AFF-[ 平城京第183-21次 89. 3.10-3.22 94 阿弥陀浄土|淀

6ACB 平減宮第183-22次 89. 3.24-3.30 12 馬寮地区北方

6AF[-S 平城京第184次 88.4.1-9.6 6，000 左京三条二坊七Tl'

6ABK-B 平城宮第185次
6ABL-A 

88. 7. 1-9. 4 800 第一次刺立院東南部

6AF1-S'T 平滅京費~186次 88. 9. 7-89. 3.31 5.350 左京三条二坊二 ・八坪

6AAO-S 平城宮第187次 88.11. 24 -12.23 350 内議東北l明

6AF'F'-C'F 平城京第189次 89. 2. 1-4.15 1，430 左京二条二t)i十四坪

6AIM 平城京第125-5次 88. 7.15-7.23 70 九条大路 ・坪境小路交点

6BSD 西大寺次数外 88. 7.20-8.19 324 西大寺境内

- 33 -



平城宮跡・平城京跡出土の木簡

1987年度の発抑制査では，

平城宮跡で 1ヵ所，平城京跡|平城宮

で 2ヵ所の，合わせて 3ヵ所|平城京

の遺跡から木簡が出土した。

各地椛の出土点数は，表のと

平城宮跡発掘調査部

うりであり，総点数は281.点となる。うち主要木簡の釈文は「平城宮発掘調査出土木簡慨報20J

(1988年5月干1])に収録したので参!!噴きれたい。ここでは内容に興味あるものにつき報告する。

朱雀門東地区 (157次補足調査)

朱後門の東，南面大垣と第一次朝堂院の東を南流する大構 S03715とが交差する地点の調査で，

1984年の157次調査を補足するものである。S03715は，南面大垣部分は開渠であることが判明し，

その部分の南国大垣は，板塀などで遮閉されていたものと考えられる。木Noは， S03715から出

土した。判読できるものは少ないが r中等」とあるものが考謀に関わるものとすれば，制査地

点の北東に推定される兵部省に関わるものと考えられる。

平減京左京三条ニ坊ー・ニ・七・八坪 (184・186次調査)

左京三条二坊一 ・二 ・七・八坪を， 1986年秋以降継続して発掘調査をしているが， 1987年度

には， 184次調査で井戸 SE116から 1点，井戸 SE117から11点(うち削屑 9点)，掘立柱建物

S8143から 2点(2点)，井戸 SE163から 1点(1点)，また186次調査では井戸 SE180から228点

(108点)，井戸 SE211から 1点 (1点)が出土した。計244点である。なお当部j査地の1986年度

出土の113点については，年事fH987を参!!資されたい。調査は継続中であるが， 1988年3月現在で

確認の追桃は，掘立住建物117棟以上，掘立柱塀40粂以上，井戸24基，機35条以上と多数にのぼ

る。それらは，大きく・ A・8・C'Oの41時期に分けられる。 A期は奈良時代前半期で，各坪

聞の坪境小路はなく， 4町が 1つの宅地ととして使用された時期である。敷地中央の正殿

S8210 (7 X 51尚南北廊付束西棟)を中心にして殿舎が配世されその区画の周囲を掘立柱塀・がめ

ぐる。 B期は奈良時代中期で各坪問にt'J'境小路が作られ， 11町単位以下の宅地となるが，奈良

時代後半の C期となると再び坪境小路はなくなり， 4町の敷地となるが，この時期には建物は

敷地全体に散在し，区画塀は存在しない。 D期は奈良時代末期から平安時代初めにあたるが，

再び坪境小路ができ，坪内に小規模な建物が建つ。木簡出土遺構は， SE117・180とS8143はA

期， SE116・163はC期， SE211はoJUlに属する。そのなかで特に注目されるのは， SE180であ

る。-この井戸は.八坪東南辺で検出され，現状は井戸枠はすべて抜き取られており，南北1.9m，

東西2.3m，深さ 2mの土械である。土層は上から砂質層・粘土居 ・木屑l醇・粘土!習と層位をな

しており，木簡はすべて木屑層からの出土である。木簡の年紀は r箆亀 3年(養老元年)J
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(717)に限られ，この井戸は， 養老元年以後穏な く埋められたものであろう。出土木簡で. ~キ

に注目 されるのは. (1)ー(3)で，いずれも「長屋皇官」と記され， 長屋王の宮へ送られてきた米

俵につけられた荷札である。荷札のお式は，調r，rtなどの貢進物荷札と異なって，宛先が口頭に

ある 。 この~・式は，訓査地に南接する宮跡庭園出土の北宮宛木簡と共通性がある 。 これらの木

簡が A}Ulの4町占地の宅地内から出土し，その結巣奈良|時代初めのこの宅地の主が，長屋王で

あったことが判明したことの意義は大きく，発銅澗査により宅地の実態とともにその主が判明

した最初の例といえよう。なお， 天武天皇の孫である長屋王に， 皇 ・宮の表記がイ変われている

ことについては問題が残る。さらに帳内 ・少子への飯支給木前'j(4・5)がある。帳内は.親

王 ・内親王に支給されたトネリであり，長屋王邸における帳内の存在がわかる。少子は 「侍少

子」とあるように，世人に{寺り身辺の諸事に従事したものであろう。また犬に飼育料かと思わ

れる飯を支給した木簡もある(6)。これらの木簡は奈良時代の貴族の邸内の実態に関わる質重な

史料といえる。荷札木簡で国名の判るのは 7点で，うち武蔵国の菱子や伊豆国の荒堅魚、の園都

郷の表記のある貢進物付札のほかは，郡名から始まるものがあることが注目される。郡名は，

犬上郡 ・蒲生君11でともに近江国であり，近江に長屋王の封戸か庄の存在が考えられよう。また

1)、箱の外面に告:いたと思われるものもある(7・8)。なお1988年8月以降，当該地の調査で数

万点に及ぶかと思われる多量の木簡が出土した。それらの解明により，長屋王邸内の実態が明

かとなり，奈良時代の貴族生活の研究に貴重な史料となることがlUI待できる。

平城京左京二条二坊十四坪の調査 (189次調査)

当該坪の南端部にあたり，奈良時代の遺構としては，掘立柱建物32棟，搬立柱塀・12条，井戸

1基などで，木簡は万年通宝や斎串などとともに，奈良l時代末から平安時代初期の井戸から出

土した。「海藻根」とある。この逃湖、からは， 奈良市域初の旧石器が出土した。(絞村 宏)
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興福寺所蔵『維摩会近来講読出仕番之記』

歴史研究室

昨年に引続き，興福寺の古文桔:・典籍の調査・整理・写真娠影を行った。r興福寺典籍文書目

録』第 2巻についても原稿の追加作成と，作成済みの原稿の点検 ・補充を行った。ここでは目

録第 1巻収録分の第29函14号『維摩会近来講読出仕番之記』を紹介する。

はじめに本牲の書誌を記す。体裁は袋綴装，料紙は格紙で，表紙は共紙原表紙である。縦

24.6cm，横17.3cm，紙数は表紙を含め10紙である。界線はなく， 1面 8-12行である。表紙に

「興福/寺印」朱方印が1頼ある。内題・尾題はない。奥羽:等まもないが、書風および次に述べ

る理由から、江戸時代前記の書写にかかるものと考えられる。すなわち第 3丁に明暦 4年

(1658) 3月の記事があるが，同年 7月には万治と改元することから，本書は明暦 4年3月を

あまり距たらない時期に智:かれたものと推定される。また，この条の右肩に「今上」の文字が

あり，明暦 4年条の記事中にも「今年…」の記載があることもそれを裏付ける。能者は明らか

でない。表紙右下に「金勝院」とあるが，金勝院は宝永 5年(1708)の「興福寺伽l藍春日社境

内絵図」によれば伽藍中心に近く，食堂の東北方に位置している。本舎の書写あるいは所持に

かかわったのであろう。

興福寺維陵会は，奈良時代以前に起源を持つ南者11屈指の大会で，宮中御斎会 ・薬師寺最勝会

とともに三会と称されており，毎年10月10日から藤原鎌足の忌日である同16日まで誹堂で行わ

れた。他界で高位・高官に就くためには，この法会において講師を勤仕する必要があった。毎

年の講師名を書き上げたものは多くあるが，著名なものとしては斉明天皇4年 (658)から永禄

7年 (1564)までの講師名を記した r三会定一記』がある。

本書は外題に「講読出仕番之記」 とあり，永正8年から明暦4年までの講師と説師の次第を

記しているが，内題に「維摩会読師役之次第」と ある ように，説師について記すのが主眼であ

る。明暦 4年に読師役をめぐって相論があり，おそらく本告は，それに際して参考資料と して

読師役を誰が勤仕したかについて永正8年からの例を列記したのであろう。それだけでなく ，

読師役に関する相論等の先例として康正2年(1456)，応永28年(1421)，天文18年(1549)，永

享10年(1438)，明応7年 (1498)，保安 2年 (1119) 等の記事を掲げており，他の車I~~会関係

記録において読師の記載が少ないだけに有益である。本書の最も貴重な点は表紙の貼紙の記載

にもあるように， 『三会定一記』が永禄 7年の講師名までで終っているのに対し，その後の講師

名も記載していることである。興福寺所蔵の典籍・文官:を精査すればそれぞれの年の講師名は

判明するであろうが，本書のように一覧できるのは便利である。なお，毎年の記事の右肩に

「某年分J とあるのは，戦乱等により遂行できなかった年の分の維摩会を行うという意味で，

それにより，天正18年のように 1年のうちに永享 8年と 9年分の二度の維摩会を行うこともあ

りえたのである。 (加藤俊)
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〔
維
摩
会
近
来
講
読
出
仕
番
之
記
〕

凡
例

印
刷
の
都
合
上
、
原
本
の
体
裁
を
変
え
た
部
分
が
あ
る
。

適
宜
読
点
を
施
し
た
。

原
本
の
丁
替
り
は
、
新
紙
面
の
行
頭
に
丁
付
及
び
表
裏
の
区
別
け
け
の
よ

う
に
標
示
し
、
文
章
が
連
続
す
る
場
合
は
丁
の
替
り
目
を
「
で
剥
以
た
。

2 3 
(表
紙
)

「

一
興
福
一

一
号
印
一

(朱
印
)

金
勝
院

維
摩
会
近
来
講
読
出
仕
番
之
記

{新
補
貼
紙
)
{朱嘗}

「
三
会
定
一
記
ハ
永
禄
七
年
マ
テ
有
之
、

サ
レ
パ
本
書
ノ
天
正
四
年
以
下
ノ
記
事
ハ

、
其
欠
ヲ
補
フ
ニ
足
ル
モ

ノ
ナ

〔
表
紙
見
返
)

「
此
近
来

金
同
苛
者
両
堂
一
脇
役
、

講
堂
司
者
両
堂
二
繭
役
、
衆
他
無
人
故
重
役
也
、
重
而
年
鵡

次
第
格
別
ニ
七
堂
司
可
有
之
、

( 1オ)

後

4岳
民
百

ft 

維
陵
会
読
師
役
之
次
第

木

ー廿

r、年

聾永分
服、正十
院)¥.二
百』月
五二平 十

代講吉
師u

良

誉

読
師
三
綱
方
落
居
泰
弘

読
師
之
事
、
近
来
難
及
相
論
、
三
綱
方
落
居
旨
理
連
、
相
模
法
橋
泰

弘
致
其
沙
汰
了
、

応
水
廿
三
年
分
十
二
月
十
六
日

一
同
十
二
年
講
師
円
深

読
師

堂
方
沙
汰

同
廿
四
年
分
十
二
月
十
六
日

一
同
十
五
年
講
師
宗
宣

同

廿

五

年

分

十

二

月
十
二
日

一
同
十
七
年
講
師
孝
縁

同

廿

六

年

分

十

二

月

十

八
日

L

一
大
永
元
年
講
師
経
|
現

同
廿
七
年
分
十
二
月
十
六
日

一
同

二

年

講

師

実
愈

読
師
役

読
師
役

読
師
役

読
師
役

( 1ウ)
向応
廿永
丸廿

一年一人
分 年

事同分
禄ム 三
二土 年十
年!t ~ 
講土議平
師目師回

線 晃
俊議 円

良
院
百

ft 

読
師
役

伺
叫
川
年
分
十
二
月
十
六
日

一
天
文
三
年
講
師
空
実

阿

川

-

年

分

十

二

月

十

六

日

一
同

五

年

講

師

党
|
唱

同
品
川
二
年
分

十

二
月
十
六
日

一
同
八

年

講

師
光
尊

」
L... 

同
附
三
年
分

十
二
月
十
六
日

一
同

十

年

講

師

兼

範

同
品
川
四
年
分
十
二
月
十
六
日

!

一
同
十
六
年
講
師
尋

i
F

正
長
-一
冗
年
分
十
二
月
十
六
日

一
同
十
七
年
講
師
慶
家

L 

( 2オ)
向永
二享
年元

一 分一年

間十 同分

廿三 十士
三千 八五
年寄年土
講凶続占

師師
興実
専 暁

読
師
役

読
師
役

読
師
役

読
師
役

読
師
役

読
師
役

読
師
役

読
師
役

向

三

年

分

十

二
月
廿
二
日

一
永
禄
六
年
講
師
光
実
今
上
百
七
代
読
師
役

読
師
役

同
四
年
分

十
二
月
十
三
日

東

北
院

一
同
七
年
講
師
憲
深

同

五

年

分

十

二

月

一
天
正
四
年
講
師
孝
誉

読
師
役

読
師
役

政
所
御
沙
汰
光尊

隆
乗
沙
汰
三
綱

堂
方
沙汰

権
別
当
円
深

宣
舜
法
橋

堂
方

ん
見
時
1
実

直思

E-n光
明
院

淳
貞
法
橋
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方
権
別
当
空挺

亮
乗
法
橋

堂
方

政
所
尋
|阿

尊
貞
法
眼

堂
方

(
別
紙
朱
書
}

権
別
当
「
(
唯
一
市
テ
)」

高
夫
鵬
一
川
崎
脚



同
六
年
分
十
二
月
十
六
日

一
同
五
年
講
師
尋
憲

読
師
役

堂
方

同

七

年

分

五

月

間

井

防

今

よ

百

八

代

一
同
十
七
年
講
師
市
山

読
師
役

政

所

東
北

ー阿

同会
十分

十七
，¥11=φ 

年斗金八
都月

師ー
慶露
政

師

高
天
上
座

傾
向

-J同

九

年

分

三

誘

師

修
南
口
口

付

一

同

十

八

年

講

師

問時随一概

同
十
年
分

一
慶
長
十
五
講
師
蓮
成
院
埋
設
立
話
読
師
役

古
一
仇
情
叩
凡
又

z
a
n
f
 ...... 
主主

方権
別
当
修由同

十

五
月
八
日

一
同
十
七
年
講
師
賢
聖
院

二
条

読
師
役

十

二

壬

三

月

十

一
日

(
山川崎
)
一
元
和
四
年
講
師
東
北
院
兼
祐
読
師
役
堂
方

奥
骨
骨
ニ

-zhy

存
薬
)

「
元
和
四
年
兼
祐
講
師
ノ
表
白
杉
ノ
鉄
庖
ニ
在

リ

戊
元
和
四
年
刊
後
三
月
十
七
日
維
段

会
喜
剛
警
柏
崎
紺
宗
」

潟
吉
元

三
月
十

日

大

東

院

一
同

五

年

講

師

信
|
尊

銭
形
Z

読
師
役

十
二
月
十
七
日

一
同
七
年
講
師
成
身
院
笑
円
房
読
師
役

二
条
悶
配
ニ
惜
別
当
7
リ

二
条

一
同
八
年

一
廉

;

講
成
尊
|
賀

』ゐ

主主

方

読
師
役

文

安

一

冗

十

二

月

十

九

日

一
同
九
年
講
師
摩
尼
珠
院
源
口
房

読
師
役

此
方
ノ
党
ハ

(
権
別
当
陰口
将
仲間

三
月
廿
四
日

沼
口
院

一
寛
永
十
八
年
講
師
笑
清

二
条
旧
記
ニ
寺
務
ト
ア
リ

修
宙
開
院
三
綱
二
条

オq
J
 

(
三
月
五
日
ニ
加
行
三
月
十
七
日
飴
行
訟
林
院
三
月
十
日
ニ
加
行
入
縁
起
伝
受
予
沙
汰
場

今
上

一
明
暦
四

年

講

師

実

雅

読

師

役

堂

方

紙
協
同
大

今
年
読
師
役
、
先
年
講
師
実
情
之
時
、
修
南
院
ヨ
リ
続
師
役
沙
汰
之
、
此

度
者
可
為
三
綱
二
条
法
眼
と
申
処
、
二
条
ハ
可
為
堂
方
と
相
論
ニ
付
、
御

寺
務
一
采
院
殿
へ
白
・
処
、
此
先
読
師
役
修
南
院
へ
指
事
不
口
、
修
南
院
へ

読
師
役

ロロロ
宛
口
口

( 3ウ)

三
綱
ヨ
リ
読
師
へ
扶
持
ノ
米
、
悉
ハ
カ
リ
可
返
ト
被
仰
出
也
、
当
年
明
暦

四
年
ノ
読
師
役
、
堂
方
可
為
沙
汰
之
義
欺
、
是
有
様
ノ
被
仰
出
給
也、

二

条
ハ
寺
務

・
権
利
当

・
堂
方
ト
回
、
次
第
ト
三
綱
事
、
此
方
申
者
、
寺

務

・
一ニ
綱

・
堂
方

・
権
別
当
」

・
三
・

堂
ト
回
ト
申
、
近
来
撰
処
ニ
其
通

也
、
寛
永
十
八
年
ノ
番
、
為
三
綱
処
、
修
南
院
殿
ヘ
ス
リ
ツ
ク
ル
コ
ト
、

沙
汰
限
曲
事
也
、

一
康
正
二
年
丙
午
務
東
院
兼
円、

十
一
貫
文
、
読
師
寺
務
方
、
是
ハ
大
初

任
之
時
、
読
役
ハ
当
時
者
供
ヲ
拝
領
申
、
堂
方
役
被
仰
付
云々

、
堂
方
ニ

ハ
不
成
之
由
、
度
々
会
式
令
抑
留
、
訴
訟
之
間
無
力
、
是
モ
講
師
弁
償
了
、

一
五
石
読
師
口
口
口
年
七
石
愛
染
院

(4オ)

光

明

院

記

ニ

東

北

院

俊

円

御

代

ト

ア

ル

記

ニ

ア

リ

、

南

一
応
永
廿
八
年
律
威
儀
僧
十
七
人
参
仕
申
ス
、

回

廊

胤
烈
立
、
法
眼
平
袈
襲
、

講
師
金
堂
未
申
角
歩
行
時
分
、
論
議
啓
之
、
南
ニ
並
始
テ
三
行
出
仕
、

日
川
町
…
一
一

-m南
方
ノ
論
義
瞥
己
下
、
上
童
ノ
通
中
へ
ヨ
ル
ヘ
シ
、

ノ
配
ニ

一
天
十

八

五

貫

文

読
師
西
金
宗
明
房
へ
波
、
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又
三
貫
文
読
師
へ
、

永

享

十

年

永

亨

十

年

一
応
永
廿
一
寺
務
東
院
光
暁
記
ニ
、

一
当
年
大
会
読
師
権
別
当
御
房
相
当

其
巡
之
所
、
同
公
文
目
代
相
催
口
之
処
、
大
会
ニ
可
被
仕
之
問、

読
締
沙

汰
事
、
難
儀
之
由
被
申
条
、
更
無
其
例
者
也
、

( 4ウ)

同
惜
別
当
状当

年
大
会
講
師
事
承
候
、
尤
可
令
沙
汰
之
処
、
今
度
ハ
可
令
出
仕
之
問
、

此
分
大
儀
之
問
、
成
立
い
か

、
と
計
会
候
処
、
読
師
沙
汰
之
条
、
不
可
口

口
口
口
候
哉
、
所
詮
政
処
様
ヘ
此
旨
能
々
被
加
御
芳
言
、
当
年
」
事
者
余

方
沙
汰
候
様
、
被
談
合

円

U
、
可
承
御
思
旨
併
頼
申
候
、
知
何
様
自

是
も
可
申
候
、
先
此
等
之
次
第
能
々
可
彼
自
・候
、
頼
申
候
/
¥
、
恐
々
謹

言
、
十
月
二
日
、
実
意
、
公
文
目
代
御
房
、

承
応
会
記
録
撲
要
抄
下
甫
門
抜
写
之
ノ
記
ニ
ア
リ
、

一
明
応
七
読
師
役
事
、
格
当
去
辰
年
令
勤
仕
堂
方
之
問
、

公
文
目
代

・
権



別
当
相
催
之
処
、
難
渋
子
細
在
之
問
、
催
権
上
座
之
所
、
三
綱
中
申
子
細
、

口
事
不

一
決
、
致
子
当
日
相
論
、
定
願
大

・
性
秀
明
…
説
明同
俄
出
立
之
五
貫

文
、
当
講
五
貫
文
、
学
侶

一
貫
文
、
一
乗
院
又
一
貫
文
、
当
務
今
十
二
貫

文
又
助
成
了
、

一
天
文
十
八
、

読
師
寺
務
番
役、

然
ニ
供
拝
領
之
禅
徒
勤
仕
之
由
、
被
仰

出
云々

、
於
堂
方
不
然
之
由
、

一
向
無
承
引
、
の
会
式
抑
留
之
間
無
力
、

当
講
ニ
シ
テ
又
弁
償
之
、
大
乗
院
御
坊
中
五
貫
文
、
同
両
奉
行
口
貫
文
、

学
侶
五
貴
文
弁
償
之
、
寺
務
違
乱
先
代
未
聞
也
、

( 5オ)

二
ノ
巻
物
ノ
記
ニ
ア
リ
、

一
保
安
二
年
十
月
四
日
乙
未、

晴
、
維
摩
会
講
師
布
施
、
可
被
口
之
由
、

以
家
職
事
示
送
左
将
軍
許
、
彼
示
承
由
、
読
師
布
施
、
公
卿
中
第
二
人
必

調
進
也
、
講
師
布
施
長
者
必
勤
也
、
六
日
丁
酉
晴
、
召
維
摩
会
勅
使
弁
実

光
、
給
維
般
会
文
、
略
之
、

一
長
保
五
年
講
師
真
興
三
会
定

7
尻ニ、

件
真
興
、
年
来
閑
居
於
勧
学
寺
、
而
長
者
左
丞
相
為
果
町
匹
、
以
六
月

十
六
日
被
下
講
師
宣
旨
、
則
御
自
手
書
写
金
泥
新
古
維
摩
三
巻

・
無
垢

栴
六巻

・
両
部
経
九
巻
、
以
十
月
十
五
日
引
率
氏
公
卿
七
人
弁
諸
大
夫
等

細
川
、
供
養
大
会
、

則
聴
衆
弁
寺
僧
供
料
八
木
三
百
斜
、
御
調
経
科
信
乃

所
公
明

布
五
百
端
、
七
堂
各
百
端
、
講
読
衆
各
纏
頭
弁
給
度
者
、
重
以
講
師
被
任

法
橋
上
人
位
、
以
別
当
権
少
僧
都
定
澄
被
任
権
大
僧
都
、
被
複
堅
毅
一
人
、

十
六
日
朝
、
講
師
議
定
之
問
、
被
下
宣
旨
於
智
印
大
法
師
、
大
会
光
花
絶

古
今
、
六
年
春
、
宮
中
金
光
明
会
殿
上
論
議
之
座
、
被
権
少
僧
都
宣
、
超

於
春
明
・
林
懐

・
定
好
・
寸
松
橋
・
明
憲
五
人
也
、
最
勝
会
結
願
目
、
附

会
勅
使
右
少
弁
源
致
重
進
上
僧
都
辞
表
了
、
同
十
月
十
四
日
卒
、
時
年
七

十

一
矢
、
七
所
公
卿
、
大
納
言
藤
原
朝
臣
道
綱
、
中
納
言
同
公
任
、
同
斉

信
、
侍
従
同
隆
家
、
参
議
同
有
国
、
春
宮
大
夫
同
懐
平
、
三
位
中
将
同
兼

( 5ウ)

隆

er達
部
七
人
、
殿
・
主
人

・
諸
大
夫
七
十
余
人
下
向
号
、

杉
原
紙
ノ
大
枯
ニ
7
リ

一
会
行
次
第
当
篇
所
鍾
之
附
、可
遺岡市也
云
々
、
修
恩
師
堅
守
之
、

初
日
朝
座
ハ
カ
リ
、
第
二
日
棚
削
…純一
V
引一
f
Jt
p
第
三
日
州一
L
A
M
J
4
昨
日
制
野
捌

M
W
、
第
四
日
剛
山
一
制
捜
柑
が
羽
任
、

第
五
日
剛
一
日
制
和
一
湖一柑

ι削げ一地
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美 々 津 の町 並 保 存事業

建造物研究室

美々津は宮崎県日向市の南端にあり，椎葉村に源を発した耳川が日向灘に注ぐ河口に発達し

た町である。元禄期以降高鍋秋月藩の支配を受け，市北部の天領富高地区とはまた異った経済

機構と文化をもっていた。町の発達要因はーに水運によるもので，耳川流域の物資の集散をも

とに，広く瀬戸内海に開く良港のーっとして，瀬戸内はもちろんのこと上方までも舟足をのば

し，これらの舟持ちである回船問屋を中心に繁栄をみた。現在のこる町並みはたびたび起る大

火や，高潮の被害をこうむりながらその都度復興をくり返して来たもので，おもに幕末から明

治初期にかけての，美々 i掌としてはいわば最盛時期のたたずまいをもっている。

昭和61年12月重要伝統的建造物群保存地区として7.2ヘクタ ーJレが全国で28地区目の選定を受

け，保存修景事業の本格的な取組みが始まった。 62年度は文化庁補助金による保存事業を行う

一方，別途宮崎県の推進する 「新ひむかづくり運動」に基づく同促進事業費補助金による旧佐

藤家の修理事業をも合せ行った。当研究所からは細見が参加し，調査と修理指導にあたった。

旧佐藤家は神武天皇御東征の際の御舟出の地との伝承をもっ耳川波舟場のほぼ80m南にあり，

港から町中に入るメインストリートに面している町屋で，同家のほか美々津としては最古のグ

ループに入る天保15年建立の妻入切妻の河野家はじめ，委入と平入の家が混在して立並ぶ町の

重点地域の一面を占めている。今回所有者から日向市へ寄贈され，同事業の適用対象となった

ものである。

当家の建立事情やその年代については詳らかでない。しかし，二階造りであること，当初か

ら裕子をもちいていること，明治17年建立のあきらかな隣家の近藤華子家と同趣向であること

などから明治期に入ってからのものであることは確かで 当初部分は明治10年代の新築とみて

よい。現在道路に面する間口は 6間余りあって美々津での一般的な敷地割りからみると非常に

広い。内部の部屋割りも特殊で，その構成からみて 2軒分をとり込んだ結果と考えられる。す

なわち，南側の 1間余の トオリニワ，それに接する 2問幅の床上部分，さらに60cm余りの押

入 ・床までの 3間余が当初の 1軒分で，これに北方の 3閲幅の別途 1軒分を後に増築し接続さ

せたものであろう。事実，南半と北半とはわずかではあるが使用部材に時期差が認められ，ま

た小屋組内で両者の接続部分に土壁を立上げてきっちりと区画していることからもわかる。南

側背面にツノや風にとりつく釜屋も主屋よりは一時期新しい。

今回の修理工事にあたって次のような基本方針を立てた。

A.工事程度は屋狼瓦の葺替えを主とする半解体工事とするが，あきらかに後械でしかも当

初形式のわかる部分については，可能な限り復原する。

B. 腐朽による取替または復原の結果補加する材料は，旧来のものと同程度とし，工法も旧

様式を踏襲する。 また木部については周囲材と調和するよう古色塗を施す。
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c.後補のカマヤは-.E!..撤去し，新たにカマヤと便所とを備えた便益棟を設ける。この外観

は本屋と一体感のある意匠で修景する。

今回の工事で復原した部分はおもに表構えで，南棟出入口のアルミサッシュ戸を撤去し，残

存していた戸袋縦拒によってシノギ付き横桟の戸袋を設け，板戸・明障子の引込戸としたこと，

落問となっていたミセノマの床を復し12帖の広間としたこと，同室の表構えを別途転用されて

いた旧床権や一本号|き鴨居によって雨戸・!原子戸としたこと 北械の出入口ももと通り使用で

きるようにし踏込みの土聞を設けたこと，などである。二階は今まで打捨てられていて居住で

きる状態ではなかったが，天井を張り替え畳建具を入れることによって部屋として機能するよ

うになった。

車年度内で計画から竣工まで一切終了させるという時間的制約の中で，重要文化財建造物に

準じる調査と工事内容を盛り込んだためかなりきつい工程となったが，市当局や工事施工者の

熱意により所期の目的はおおむね遥せられたものと考えられる。ことに町並みのー最観として

の在存価値が増大したのはもちろんのこと， 一且とだえた感のある木材加工や木舞壁または本

瓦茸屋根などの伝統的技術が，修理工事を通じて復活するきざしとなったことは今後の町並保

存を進めて行く上で大きい意味を持っている。

当家は新ひむかづくり塾「美々津軒」と銘打って，古民家見学のため無料開放されるほか，

種々の文化活動の集会場としても利用して行くという。今後の有意義な活用が望まれる。

〔細見啓三〕

正面全景

座敷 一階平面図
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飛鳥資料館の特別展示

飛鳥資料館

特別展示 r万葉の衣・食・住』 飛.臼や平城の宮跡で，連日出土する莫大な遺物は，飛鳥・奈良

時代の生活を復原する基礎資料である。これを「日本自言己J. r万葉集」で補いながら. 7・8

世紀の衣食住の復原を試みた。住居では伝橘婦人邸宅復原模型.平城京左京三条二坊十五坪の

遺族邸宅復原桜型，千葉県山田水呑遺跡の復原模型によって，者11と東国の家屋を対比した。ま

た，衣服では高松塚古噴壁画人物像と薬師寺吉祥天などにより，飛鳥・天平の男女装束を復原

し，人形による衣文で展示した。食物については木簡，動物の骨，木の実，種によってメニ

ューの根拠を示 した。食器は飛鳥小墾田宮跡，藤原宮跡，平城宮跡出土の土器群を大ケースい

っぱいに納めた。 第 2 展示室では藤原宮窯，鍋，静岡県伊場遺跡出土~.正倉院庖丁などの資

料をもとに万葉の台所を復原した。ここで赤米を蒸したため，館内にほのかな匂いがたちこめ，

臨場感があった。とくに京都御所前涼殿に伝わる新年御膳具の銀器一式と台fm:.床子によって

宮殿の宴席のイメージを作った。会期中. 1日200人に限って赤米と蘇の試食会をするなど，新

しい試みをした。このテーマについてはデーター不足はいかんともしがたく，細部には学問的

な未解決な分野も多かったが，イラストを加えるなどで，これを補った。入場者には大好評で

「万葉の世-界」に引込む意図は成功した。

特別展示 r壬申の乱J 669年，大海人皇子と大友皇子の皇位継承戦争として知られる飛鳥時代

最大の内乱をテーマとした。大海人皇子出陣の吉野から，伊勢，鈴鹿を越え，不破閲への進路，

さらに瀬田唐橋の戦跡に関連する造物を展示した。勝利を得た大海人皇子は飛鳥浄御原宮で即

位し，天武天皇となって川原寺を建立する。仏堂内を荘厳した時仏，屋根を茸いた川原寺式の

複弁蓮華文は，大海人皇子の進軍ルートに建てられた寺々の壁と屋根を飾った。三重県夏見廃

寺，天花寺廃寺，純寺廃寺，岐阜県弥抑j寺，厚見廃寺，鍵屋廃寺，席回廃寺，大隆廃寺，滋賀

県太廃寺，崇福寺などiidG争のもたらした寺々の遺物で壬申乱を検証しようとした。また，飛鳥

小墾田兵庫の存在を示唆するものとして「小墾田宮」銘墨書土器，石神遺跡出土武器を展示し

た。戦乱で活路した壬申将軍達は死後，厚葬に過している。その代表として文弥麻自墓誌を加
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えた。以上の展示品は壬申乱には，

直接結びつかない。そのため，大海

人皇子側が勝利を決定づけた箸墓の

戦いを30分の lの模型で復原した。

戦乱シーンを再現した人形は新しい

展示のあり方として，各地の博物館

から問合せが寄せられた。

(猪1f問削除)



須 弥山 石 の 復冗

飛鳥資料館

斉明紀に度々見える須弥山と思われる石造物が，飛鳥石神から堀出されたのは，明治36年の

ことである。この石は当館の開館以来，飛鳥を代表する造物として，飛鳥史跡、めぐりの人々の

関心を集めている。発見以来，重固定一，石田茂作らによって，斉明紀の饗宴場の装飾物とし

て紹介された。3段和みのうち，下段と中段との表而の文様，注 .iJI:水孔の接合部分が述続し

ていないところから，このr:1jに入る石が失われていると指摘されてきた。当館は昨年度に復原

した酒船石と共に，須弥山石を復原し，野外展示の充実を剖・画していたが，この度，石橋信夫

氏の協力によって実現した。

現状の須弥山石は黒色砂岩を事Ii狼した角尖石花i前岩を上中下の 3段積みにしている。下段の

波文の内側は$lii10cmの縁をもっ桶状をしており，内而の底に四方に向け径 2cmの円孔を|捌けて

いる。この孔は石の表而では径5mmの小孔となり，ここから外へ放水する。表而には水のたれ

しみが黒掲色になっていて，噴水であったことを示している。下段の石の底に対角線上に径

2 cmの孔を上向に1't通している。木樋のような接合仕口があ り，ここから水槽へ注入孔である。

もう一つはオーバーフロー用の排水孔である。排水孔の通過する表側而に幅 5cm，厚さ 3mmの

範囲に刃物で{話をつけたような痕跡がある。これまで波文加工時の傷跡と思っていたが，奥行

は7cmあって，排水孔を横切っていることが判った。つまり，この隙間にlW板を差し込めば導

水を遮断する。これを堪止めると石棺内の気圧が高くなり l噴水の防水力が大きくなる。まさに

飛鳥時代の先端技術が凝縮していたことが判る。中段の石は山並を表現し，注排水孔は，ここ

まで上っていない。上段の石は輩の役を来すが，表而には頂者11中心から八方に刻みがある。

製作は同質の石材を捜すことに最も苦心した。数ヶ月がかりで

高取山支脈で製作条件をi前す花両岩に出逢えた。作業は現存する

3倒の製作と，新しく 加える 1個の復原であった。原形のあるも

のはコピーにありがちな弱々しい線をさけ，力強い彫り方を強制

した。ノミ仕口も原形の加工痕を忠笑にまねた。新たに製作する

石は，上， 中段と接合するよう形 ・文機とも連続させた。山並の

文様は山頂部を深<， 111裾を浅くした。

展示は，前l庄のほぼ中央にi置いた。水位の落差を使って導入す

るため，水源はポンプで吸い上げた水を.注水口から 2mの高さ

に水槽を設けた。須弥山石の出土した石和11遺跡は玉石を敷きつめ

ていた。こうした環境をつくるため，一辺10m四方に人頭大の河

原石を敷きつめ，その中央に須弥山石を設iEした。斉明紀の宴の ミ

跡の効来をJUJ待したためである。 (然!!問削除) 復元須弥山石
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法隆寺昭和資材帳関連の調査

2・
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図1a 月ごとの製作数

平城宮跡発掘調査部・歴史研究室

考古第一調査室は，歴史研究室などと共同で1982年から

法隆寺蔵百寓塔の調査にあたり， 1985年からはそのデー

ターベース (D'B)化にとり組んできた。百高塔は周知の

ように，相輪部と塔身部から成り， D' B化したのは塔身部

のデーターである。データー量の地加によってパソコンか

ら使用機種を汎用コンピュータ ーに変更，これを機に塔身

部のデーターを5200基に増やすとともに，相輪部500基分の

D'B化も行った。この結果，百寓塔暦日の検討が可能にな

った。百高塔の暦日は，賃金の基礎にするため工人が日々

記入したのであり，これによって当時の暦の一部が復原で

きるし，百高塔工房の運営形態も復原できょう。

1 )奈良時代の暦は，月の満ち欠けを太陽により補正し

た太陽太陰暦をもとに月の大小 (29・30日)を決めたが，元

日は日食を避ける禁忌などから変更があり，また天体の運

行と暦が大幅にづれると閏月により補正するなど複雑であ

った。それでも当時の暦があれば問題はないが，それは

『正倉院文書』 などに一部が伝わるほか，明かでない。

一方，この時代の歴史を記す 『続日本紀』は， 日附を子

支表記する。これは暦日表記した日附史料を，編纂の段階

に干支に換算して表記したもので，換算の誤りという問題

がある。そこで，以上の史料とともに天文学的な計算によ

って暦の復原をしている。これを推算暦という。今日，内

回正男 r日本暦日原典J (雄山|湖1975)が精密であるが，細

部では同時代史料との照合補訂が必要である。

百寓塔の暦日は，百寓塔の製作期間 (天平科1護元・ 765年か

ら宝f~元・ 770年の 5 年余)にi浪られ，さらに，法隆寺に分置

した百高塔自体，当初の製作数百万基の一割という制約の

ためか，暦日に偏りがある。このため，数が比較的まとま

った月を選び，推算暦と比較した。図1では各月の製作数

を日ごとに示した。

-44 -



百部塔の暦日と推~1:暦とは，天平布jI護 3 年 3 月 (大 )，判l

護最雲2年2月(大)，同 6月 (大)のように一致する例と，

やt護長醤 2年 3月，同 4月のごとく月の大小が推ti:l替とは

逆の例がある。前者は推算暦の正しさを意味するが，後者

は問題がある。

検討の結果，百高塔の暦日が正しく，景芸2年 3月は大

の月，同 4月は小の月とすべき，との結論に達した。『正倉

院文書』などの史料もこの結論を支持している'。新訂増補

国史大系本など現行の r続日本紀』は，干支の日附に算用

数字の日にちの傍牲がある。これは，江戸時代の刊本以来

のものであり，上の検討結果に即す仁和Jl謹景雲 2年4月

条にみる三条の記事は，各々，戊寅を 4日，乙酉を11日，

辛丑を27日に訂正する必要があろう。

2 )官営工房は， 奈良時代の生産関係で重要な役割を担

ったが，その実態は史料不足から，なお緋びらかにしがた

い。ここでは百高塔の暦日から，その工房の運営形態ー特

に休日のあり方を検討した。

まず，年末年始の休みはどうか。暦日を検討すると，年

末は12月28日例(天平神護3年)が最も遅く，年始は 1月2

日例(事l'議長雲二年)が最も早い。今日でも仕事の遅れを取

り戻す休日出勤は普通だから，特殊例とも見なせるが，当

時のロクロは，動力として工人と同数の綱曳き夫を嬰し，

少数の工人の意志では処し得ない。つまり工房はいつでも

操業できる状態にあり，年末年始の休業は，あっても 3・

4日程度と思う。

通常の月はどうか。百高塔の暦日から年月を捨象し，日

毎の生産il(を示すグラフを作成した (図 2)。これでは，月

の初めと終わりにピ『クがあり ，月半ばに逆のピークがあ

る。ことに， 7日と22目前後の落込は大きい。しかし，月

全体を通じて生産は途切れない。この事実は，上記の日が

工人の多くにとって「定休日」だったこと，けれど，工房

は休みなく操業したこと，を示すのであろう。(金子裕之)

l 金子裕之「事l'議長:主二年三月は大の月か小の月か」

rf野珂fll我J 8号 1988 
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2.法隆寺出土古瓦の調査

考古第 3調査室では，出土品，寺蔵品を含めた法隆寺の瓦類の調査，研究を継続して進めて

いるが，今年度は平安時代から近世・にいたるまでの軒丸瓦について，一応のまとまりをみた。

平安時代の軒丸瓦 平安時代の軒丸瓦は，文献に残る主要な堂字の修理あるいは再建の記録と

の関係から，大きく次の 3つのグループにわかれる。 1 東院に分布が集中し，貞観元年

(859)の道詮による東院の改修に用いられたと考えられる 9世紀後半のもの。 2:西院に分布

が集中し，正暦元年 (990)の講堂の再興とその 5年後の長僅元年 (995)に終った金堂の修理，

寛弘 2年(1005)から寛仁 2年(1018)にかけておこなわれた五重塔の修理に用いられた10世

紀後葉から11世紀前諜ーのもの。 3: 12世-紀前葉を中心とした西院の塔，回廊，食堂，講堂，東

院の夢殿などの修理の用いられた瓦である。

これらを基準にして，製作技法を検討すると，平安時代の場合，それ以前と比較して，ヴァ

ラエティーに富む。それは，同型式さらには同種においてさえ，いくつかの異なった製作技法

を認めることができるほどである。瓦当部と丸瓦部との接合については，一本造りである場合

を除き，基本的には接合議が認められるが，それには，箆状工具でつけたものから，指で U字

形の講を彫ったもの，さらには指で浅くなでてくぽませただけのものまである。ところが，一

方で，接合構のないものもある。丸瓦胴部先端の加工については. 10世紀代までの例では，面

取りに近いものがあるが，基本的には凹面側を削っている。 12世紀前葉になると，丸瓦の先端

を削る例は逆にごく稀になり，大半は未加工のままである。丸瓦胴部先端の凹面側 ・凸面側の

刻み目については，主として凹面官!IJに平行，あるいは斜裕子の刻み目がつけられているが，数

量的には平安時代軒丸瓦全体の一割にも満たない。また，瓦箔は，基本的には，外縁部まであ

るいは外区内縁までであったと考えられる。調整手法は，時期が|探るにしたがい，次第に削り

からなでが主体となる。平安時代の軒丸瓦の場合，いくつかの製作技法が混在しており，飛鳥

一奈良時代の軒丸瓦に認められるような製作技法の統一性に欠けるきらいがある。それは法隆

寺の造瓦集団がそれほど組織的に管理されたものではなかったことを物語っていよう。(小林)

法隆寺の軒丸瓦(平安時代)
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中・近世の軒丸瓦 瓦当文椴の主流は，平安|時代末期に採用された巴文である。古代以来の蓮

華文も鎌倉時代まで残り r法隆寺」などの文字文，菊花文などが新たに加わるが，少ない。こ

れらのil!干丸瓦の編年には他寺に類を見ない紀年銘丸瓦の製作技術の研究の援用が有効である。

鎌倉時代 巴文は三巴が主流である。巴文の頭部は独立せず，頭部同士接着するもの，先が尖

がるもののほか，中央に円点をもつものがある。断面形は前代以来の台形か，台形気味。中期

には文字文が出現する。瓦の全長は40cm以上，丸瓦音11のl事さは 2cmo J.L瓦音11凹而の布目が前代

まで 3cm 四方あたり 15-30本だったのが. 30-45本と繁になる。この布目は丸瓦製作時に芯棒

に被せる布袋の痕跡だが，粘土板が袋に固定しやすいように袋に 1-2条横方向に紐を過すよ

うになる(吊り紐)。瓦当装而の調整は接合部まで広〈平坦になでられるようになり，裏而と顎

而，裏面と丸瓦側而はそれぞれ直角をなすなど，前代とは異なった特徴をもっ。

室町時代 瓦の全長は38cmほどになるが，丸瓦部は 3cmとl享くなる。巴文は初期の頭部が尖り

気味であるが，頭部はi時間を追って大型化し，独立化し断面形もと|土円形になる。珠文数も減

少して20-25となる。吊り紐は波長の大きい波形→ t字形→ t字形に結び目を作るもの，上下

二段につなぐものと変化し，粘土板の固定力を精強している。中期 (15世紀)以降，瓦当など

の縁辺音11を面取りし始める。後期(16世紀)になると丸瓦音11の湾|加を一定にするために，凹型

成形台に瓦を置き，凹商を板状工具の側面で抑圧する工税が加わる(内叩き)。また，丸瓦の先

端にも刻み目を加えた後に瓦当と接合するものが現われる。瓦当裏iffiのなで調整に瓦当円聞に

沿うなでが加わり，また，瓦当裏面と丸瓦側而が直角でなく. 1111線をなすように仕上げられる。

桃山・江戸時代 該期の最大の特徴は，丸瓦用粘土板の粘土塊からの切断方法が，糸切り法か

らコピキ(鉄線を張った糸鋸状工具)法に変化する点である。全長は約35cm. 丸瓦部の湾l泊も

さらに弱まる。吊り紐は17世紀まで残る。丸瓦の接合時には瓦当裏面側にも刻み目をお11えるよ

うになり，接合粘土も減る。文様の内閣線は17世・紀までは残る。珠文直径も 1cm未満だったの

が. 18世紀以降は 1cm 以上となり，数も20以下となる。外縁幅も内区径に比べて広くなる。

以上の結果が大和，他地方にどの程度あてはまるかが.今後の大きな研究謀題である。 (佐川)

法隆寺の軒丸瓦(左 :鎌倉時代，中:室町時代，右 :江戸時代)
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大覚寺 ・大沢池(旧嵯峨院)の調査 (4) 

建造物研究室・平城宮跡発掘調査部・埋蔵文化財センタ一

本年度はまず電気探査法を実施し. tI下年検出した蛇行淋 (SD43)のi走路を推定する作業から

開始した。その結果，水分を多く含む情状の区域が. SD43と重複して蛇行しながら大沢池まで

のびていることが判明したため，この帯状区域と大沢池対岸との交差点を対象に，面積600m2の

調査区を設けて発掘調査を実施した。調査期間は1988年10月21日-12月4日である。調査の結

果明らかとなった遺構変遷は次のとおりである。

① 素掘りの SD43が蛇行しながら大沢池に流れこむ時期。図中のアミ部分。平安時代。

② SD43と大沢池との合流部に玉石組水路 (SX75) が~.&設されていた時期。 平安時代。

③ 玉石敷遺構 (SX74)が作られ，その石の問機から大沢池へ排水される時期。平安時代。

④ SD43が埋められ盛土造成後.SD82やSB80が存在する時期。平安時代。

⑤ 大沢池北岸が盛土改修され，磯敷や最石によって修景される時期。室町時代。

昨年度の調査では. SD43のごく一部を検出したにとどまり，護岸施設もなく，庭園の遣水と

考えるにはいまひとつ疑問を残していた。しかし，今年度実施した電気探査によると. SD43は

名古曽滝から大沢池へと蛇行しながら連続していることがうかがわれるし，発掘調査によれば，

改修されたいづれの時期においても，水の流れをデザイン的

に処理しようとした痕跡がうかがえることから，何らかの庭

園的な流れであった可能性は極めて高くなった。また SD43を

中心として，多量かつ豊富な造物が出土したことも特筆に値

する。なかでも，平安宮式の軒丸瓦が出土したことや. 9C前

半の緑紬土師器の出土量の多いことから.SD43は嵯峨天皇の

縦宮(嵯峨院)の遣水遺構と考えてほぼまちがいない。

(田中哲雄・西村康 ・本 中 其 )

SD43の大沢池への注ぎ口
遺構平面図(1987)
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長屋王邸出土の墨画土器

平城宮跡発掘調査部

第184次制査で，殺や，犬と見られる動物などを計れ、た盛田土器が出土した。これは，長屋王

邸内の，中心区画の束を限る塀のすぐ東方にある井戸から出土したもので，平城宮土器編年 日

期の土師器J1[LAIに:ti'liいたものである。口径21.2cm.日さ2.1cmをはかる。土器の内面には墨の

こぼれた痕跡があり，硯の下1llLとして使用していたものを利用したのであろう。土器の外而に

は， 手，足を含めて全身を拙いた 1匹の絞と，顔だけを:tlliいた 4匹の絞の晶画がある。土器に

は焼成の際に黒変した部分があるが，そこにも謹画をしている。そのほかに，当主ならしと思わ

れる数条の担線や，「船述l陪麻呂J. r進J.r惜下」などの文字もある。また，内聞には枝葉，幹

を持つ樹木や，犬の顔とも見れる動物の墨画がある。

猿の表現を見ると，最初に目の部分だけを試し術きし，段階的に姉写範闘を広げていった過

程が追える。描写や君主遣いが正確なことから.絵画の技術を持つ人間の手になるもので，本格

的な絵を描く前に土器に下拙きをしたものであろう。出土状況から見て，長屋王邸内で描いた

可能性が高い。土器に描いた動物の墨画は，これまでにねや馬が出土していたが， ~~tは初見で

ある。また，天平宝字年I:IJ-平安時代初頭に製作された， 15招提寺金堂の党天{象の台座の反花

にも絞と見られる担当画がある，今回出土した器画の年代はそれより30-40年遡る。 これは， 日

本における最古の~~ìの担当固であるとともに. 法隆寺金設の天井に怖かれた動物の墨画との空白

を埋める美術史上でもl'i:重な発見である。(器画に|対しては， ヲ長良国立博物館の西川杏太郎館長，

河原由雄仏教美術研究室長をはじめとする諸氏の教示をいただいた。) (玉国芳英)

内面の型画、担痕(部分、縮尺1/2) 外而の品画 (縮尺1/3)

- 49ー



動物遺存体の調査 (4)

埋蔵文化財センター

1.遺跡出土の動物温存体の調査 今年度，動物追存体の分析を依頼された遺跡には以下のもの

がある。神奈川県茅ヶ崎市の西方A遺跡、の平安時代(9世紀後半から10世紀)の構の中からは，

少なくとも 5頭のウマが出土した。復元計iJlIJを行った臼歯列の大きさから，いずれも日本在来

の中型馬の純時に属するもので，古代馬の類例を追加することが出来た(松井1988ar西方A遺

跡出土の動物追存体J r下寺尾西方A遺跡、茅ヶ崎市教委編;pp126-134)。神戸市北区の長尾宅

原遺跡の 7世紀前半の大講から，ウマの下顎骨が完形で出土している。この馬はオスで，臼歯

列からすると小型馬に属し，岡山県川入遺跡から出土した古噴時代(6. 7世紀)の馬の大き

さに類似する(松井1988br長尾宅原遺跡出土のウマJ r宅原遺跡宮之元地区の調査』妙見山

山麓遺跡調査会;pp157・160)。神戸市北区のやIi出古窯:bl:群では，直径2メー トル，深さ50セン

チの土坑から多くの鎌倉時代の陶器破片とともに焼けて白くなった破片骨が1000点以上出土し

た。そのなかは，少なく とも ウシ 7頭，ウマ 3頭，イノシシ l頭，ニホンジカ 4頭などが含ま

れ，土坑の大きさからしてこれだけの数の動物をそのままこの土坑に投入するのは不可能で，

解体した後，連続して投棄したものと考えられる。 中世人の動物利用の例を追加する ことが出

来た(松井1989印刷中)。 千業県野田市大崎貝塚と東金野井貝塚(と もに縄文時代後期主体の貝

層)では，純文貝塚としてごく一般的なニホンジカとイノシシを主体とする附乳類が出土して

いるが，大崎貝塚ではウマの中手骨が出土している。千葉県では，これまでにも縄文時代の貝

塚からウマの出土例が幾つかあったが後世の混入の疑いが強く持たれている。この資料は発

掘担当者によれば，縄文時代以降の混入の可能性は少ないとのことであり，現在，廿自体の化

学分析による年代測定を依頼中でその結果が待たれる。出土したウマは，小型馬の中でも最小

のグループに属する在来の トカラ馬相当のものである。魚類としては，両貝塚ともよく類似し

た種類を捕獲しており，サメ ，エイ類の軟骨魚、類，マダイ，クロダイ，スズキ，アジ，サパな

どの海水f脅しゃ，コイ，ウナギなどの淡水魚が主体をなしていた(松井1988cr大崎貝塚出土の動

物造存体J. 1988d r東金野井貝塚出土の動物遺存体」共に『千葉県野田市大崎県塚，東金野井

員塚立会い発掘調査報告書』野田市教育委員会;pp.11-16.33-38)。

2.動物遺存体出土遺跡 ・文献データベースの作成 前年度からの継続研究として，雑誌，報告書，

地方史などの文献から動物遺存体を出土した遺跡，およびすべての員塚と洞穴について台帳を作成し，

出土した動物の種類の集成を行っている。これまでに上記の文献と全国遺跡地図よりリストア ップし

た約筑間件の遺跡の資料を，国立教育研究所の及川昭文氏の協力を得てデータベース化に努めてきた。

前年度までに当研究所所蔵の文献の捌査を終え，今年度は主として入力したデータの校正，追加を行

った。各遺跡の座標は，国土地理院の1β側 地図上に記録され，文字だけでなく画像作j報としても検

索，活用可能な状態に持って行く予定で，次年度も編集を引続き行う予定である。 (松井 i;i) 
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年輪年代学(7)

埋蔵文化財センタ一

年輪年代学研究においては，まず同一地域の複数試料を用いて作成した暦年標準パターンが

どの地域まで有意な相間関係にあるかを検討 しなければならない。また，各種の木質古文化財

の年代illiJ定を行うにあたっては，長期に遡る樹種別の暦年標準パターンを準備 しなければなら

ない。本年度の研究では，上記の点についてかなりの進展がみられたので報告する。

木曾系ヒノキの暦年穣準パターンの適用可能地域について これまで継続的に進めてきた各種の検

討から，わが国において年輪年代学研究に適用可能な樹種は， ヒノキ，サワラ，アスナロ，ヒ

ノキアスナロ (ヒパ)，スギ，コ ウヤマキの 6樹極である。今後の検討によって適用可能術極は

さらに増えることが予想される。上記6樹極のなかのヒノ キについてみてみると，木曾ヒノキ

(長野県)と裏木曾ヒノキ(岐阜県)60点の年輪データを用いて作成した暦年標準パターンは，

約450km離れた高知県魚、梁瀬産のヒノキの標準パターンや約550km離れた岩手県川合産のヒノキ

アスナロの標準パターンとも高い相関関係にあることが判明した。さらに若干相関関係は低く

なるものの，約650km離れた青森県今別産のヒノキアスナロの標準パターンとも有意であること

が確認できた。これより木曾系ヒノキで作成した暦年標準パタ ーンは，約500-600km圏内の広

い地域で生育したヒノキ，ヒノキアスナロとも年輪変動パタ ーンの照合が可.能であるとの示唆

を得ることができた。この他に，スギ，コウヤマキとの関係についても検討中である。

樹種別による標準パターンの作成 暦年標準パターンは樹種別に作成することが望ましい。現在，

この作成作業が最も進展している樹種は，ヒノキである。ヒノキは， 1984年から紀元前37年ま

での2021年間が完成した。 1986年のこ とである。その後この暦年標準パターンは平城宮跡出土

の古噴時代の板材等から収集した年輪データによって，その先端を紀元前206年まで延長する

ことができ た。ヒノキ以外の樹極では，スギとコウヤマキの標準パターンの作成がかなり進展

している。スギは，秋田県払回柵跡出土の柵木材から397年分の標準パターンを作成している。

コウヤマキは，平城宮跡出土の柱根を用いて672年分，古墳時代の棺材で313年分，弥生時代の

桔材で697年分の標準パターンを作成している。これらはいずれも暦年の確定していない標準

ノTターン となっている。これらにも、いずれはヒノキの暦年標準パターンとの照合によ って暦

年を確定できるものと思われる。ヒノキの暦年標準パターンを用いた応用研究は福岡から東京

に至る18都府県におよび，遺跡出土木材，古建築部材，美術品等の年代illlJ定に威力を発指して

いる。今後，スギやコウヤマキの標準パターンに暦年が確定すると，その応用範囲は格段に広

がることが予想される。 (光谷拓実)
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オージェ電子分光分析法の考古学資料への応用

オージェ電子分光分析法は，半導体技術などの先端技術の急速な発展に伴い開発された比較

的新しい表面分析方法の一つである。文化財の分野において，これまで試験的に使われた例は

あるが，この装置を本格的に導入したのはおそらく当研究所が世界でも初めてであろう。

物質の表面を評価する方法は最近では非常に多岐にわたっているが，基本的には，物質表而

に一次的に照射される荷電粒子や電磁波などの励起源と，それによって二次的に得られる情報

によ って分類することができる。そして，この組み合わせによって，物質表面の組成，元素分

布，原子配列，結合状態，エネルギー準位などの化学的・物理的性質を知ることか可能となる。

オージェ電子分光分析法は， 一次の励起源として電子線を用い，この照射によって試料表而

から二次的に放出されるオージェ電子と呼ばれる低エネルギーの電子を検出することにより，

物質の分析を行う方法である。オージェiIi:子の持つエネルギーは小さくその脱出深度が非常に

浅いため(数10A). これまで蛍光 X線分析法や電子プロープ微小部分析法 (Electron-probe 

microanalysis. EPMA)では得られなかった極表面からの情報を得ることができる。また，装置

に組み込まれたイオン銃からアルゴンイオンをスパッタリングすることにより，試料表面を数

原子層ずつ剥離させ.i奈さ方向の元素分布測定が実施できるのが大きな特融である。従来のマ

イクロアナライザーで得られる情報が深度10ミクロン程度として，その厚みを電話帳に相当す

るとすれば，同法ではその 1ページ毎の情報を構築できることになる。ただし，オージェ電子

は非常に弱い信号であるため，装置内を趨高真空に維持する必要がある。

図 - 1に，装置の全長を示

す。

今後この手法を応用するこ

とによって，金属製造物の腐

食生成物の同定，さらには腐

食過程の解明などの保存科学

の基礎的研究をおこなうこと

ができる。また，古代の金属

製造物の表面処理の技術など

金工技術の解明に応用してい

くことにしている。

(沢田 ・肥塚 ・村上) 図-1
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近世社寺建築研究集会

建造物研究室

近世社寺建築研究集会は，昭和六十二年十一月二十六 ・二十七日の両氏奈良国立文化財研

究所講堂に於いて開催された。建築史研究者 ・文化財修理技術者等約130名が参加した。

文化庁の国庫補助事業による各県単位の近世社寺建築緊急調査は，昭和五十二年から開始さ

れ，昭和六十四年度には全国を終了するという時期にあって，調査の成果を整理し，近世社寺

建築の平面・構造・意匠・技法等の特質を明かにするとともに，それを支えた生産体制 ・社会

構造等との係わりの中でそれを評価するといった，様々な官!IJi函での研究が急がれる状況にある。

またそれらを文化財の指定や修理等の文化財保護の指針となすことも必要である。こうした諸

問題について情報を交換し，解明を加えてゆくべく，この研究集会を計画した。 三ヶ年を予定

するうちの第一回目となる本年は，近世社寺建築の主として本殿・仏堂の平面的な特質を全国

的な視野から把握しておくことを目標とした。

第一日は，古代以来の建築の流れの中で近世社寺建築の特質を整理し，今後の研究の課題を

提示した工藤圭章氏の講演「近世社寺建築研究の問題と今後の展望J，近世・社寺建築緊急調査担

当者へのアンケートをもとに調査の成果と問題点を総括した細見啓三の報告「近世社寺建築調

査の総括J，寺院建築について，地域的な特性を整理した宮本長二郎の報告「近世社寺建築の地

域的特性(寺院h が行われた。第二日は，神社本殿の形式について地域的特性を明かにし，

併せて細部絵様の編年の試みを紹介した上野手11ーの報告「近世社寺建築の地域的特性(神社h

南都の中世後期から近世初頭にかけての社寺の存在形態をlIJlJ度的 ・経済的側面を中心に解説し

た永島福太郎氏の講演「近世社寺の社会経済基盤J，があり，以上の報告等をふまえつつ，宗派

毎の建築の特質について藤井恵介氏(天台 ・其言宗) ・永井規男氏(禅宗) ・棋井敏雄氏(浄

土系)・佐藤正彦氏(神社) ・山岸常人(浄土真宗)から発表があり，これに基き，西和夫氏

の司会のもとに，総合的な討論が行なわれた。なお宮本と上野の報告は，各県の近世社寺建築

緊急調査報告書からすべての報告例をカー ド化して整理 ・分類した(当研究所建築関係研究員

全員の分担作業による)データに基づくものである。

討論では，年代判定方法や調査内容(特に架椛)等の部j査方法から始まって，分類のための

用語 ・細部部材名等の用語の問題， 平而の改造や内部の使用方法，更には仏堂を空間構成の而

から分析すべきとの提言を含め，今後の新たな研究方法や課題の設定といった広汎な問題まで

が議論された。特に従来の調査では充分でなかった架構や構造についての分析が，平而だけを

対比する従前の研究に新たな指針を与え，かつ今後の修理事業等とも直接係わってくる問題と

なる。なお，十一月二十八日には，蓮長寺・五劫院 ・三室戸寺 ・万福寺の見学会を行い， 20名

余りの参加をえて，笑際の建物を前にしての議論が行われた。(山岸常人)
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平城宮跡・藤原宮跡の整備

庶務部・平城宮跡発掘調査部，飛鳥藤原宮跡発掘調査部

1.平城宮跡の整備

1987年度に実施した平城宮跡、の整備は，第一次朝堂院地区整備，朱雀門跡周辺地区整備1.二

条大路整備，誼屋周辺整備，平減宮説明板及び道標の設置なと'を行った。

第一次朝堂院地区登備 昨年度決定した瞥定整備計画に基づき，奈良時代に 2時期lある遣榔変

避を，表示手法を変え整備することとした。第I期 (奈良時代前半)のものとして，大極殿院

前回廊 (幅1l.256m).南門 (28.33m X 17.12 m ).束 ・西楼基壇 (27.63 m x 12 . 68 m )をいず

れも平均高さ20cmの盛土の上張芝をし復原表示した。前回廊の東西両端部からそれぞれ北へは，

後述の第 日期築地と重複するが，回廊輔の方が広いことから築地下段に第 1JUJ回廊の表示を行

うこととした。また束 ・西両築地上を告ili装し苑路として利用出来るように，大極殿院南回廊の

中央に幅 3mの芝生命Ii装苑路 (グリーンプロック使用)を設け，両築地問を結ぶようにした。

第rrJVJ (奈良時代後半)のものとして，東・西両築地の延長.-W:朝堂2棟，掘立柱建物 1械の

復原表示を行った。築地は平均高さ50仰の盛土を行い，その上面に凝灰石縁石を用い築地師

4.4mを表示した。朝堂院基坦は平均日さ1.2mの盛土上面に凝灰岩縁石でその規模を示し，東

西面に各々 3ケ所の凝灰岩切石段階を設置した。掘立柱建物は花両岩縁石を用い平面表示を行

った。なお昨年度施工した部分も含め朝堂院南門以西の南辺及び西辺築地と束掘立柱建物につ

いて，砂タイプの

黄色自然色舗装

(エポキシ樹脂モ

ルタル舗装)を，

朝堂院時j門につい

ては， アンツー

カー混合の褐色自

然色舗装(エポキ

シ樹脂モルタル舗

装)を施 した。南

門基頃上には，動

かされた状態で発

見された礎石 3個

を，元の位置に据-

付け，礎石の不足

箇所には其ちゅう
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製の輪(直径80cm)を伏せ，輸の中を白川砂混合の自然色f.ili袋を行い柱位fllの表示を行った。

(第 1図 A)

第一次朝堂|徒に隣接し整備 している中央大桃 (SD3715)を，近鉄線北側まで，和泉砂岩雑割

石瀞(幅1.2m)で. 95m延長し復原表示を行った。

朱雀門周辺およひ'二条大路盤備 平城宮跡は. 1988年に奈良県，市が開催する「なら・シルク

ロー ド樽」の一会場となり，そのゲート施設が朱雀大路跡(市有地)に設置される。結果平城

宮跡見学者の甫からのアプローチが出来ることになる。そこで今年度は，朱1ti門基国，北側広

場 (SHl850)と宮内道路 (SF1950)を復原表示し，宮跡に足を踏み入れたことが感じられるよ

うに した。朱雀門は，基壇規模を盛土 (33.3mX 18m高1.2m)により表示し， 中央に階段幅

(15.3m)のスロープを設けた。盛土法而および天端は張芝とし，門中央 3間分とスロープは

真砂土混合自然色舗装仕上げとした。朱雀門基塩内側は，広域・と これに続き朝堂院南門に向か

う宮内道路(幅20m)を近鉄線境界まで約75mについて砕石舗装を行い，両外側に雑割石構

(幅60cm)を設iEした。これに伴い，朱雀門の位置を示しランドマークともなっていた松林の

一部が，広場逃・構に重なることや南からのアプローチに対しヴイスタの障害ともなっているこ

とから，松の移植 (計88本)を行った。(第 l図B)

二条大路整備は，昨年度に護岸および迎立てを行った北新大池北半部(約6.100niつについて

施工した。張芝による二条大路と嬬地の復原表示，玉石積榔による南北両側構表示，真砂土混

合自然色f.ili裟による宮外築地の表示などを行った。なお，北新大池の旧北辺堤にあった暗渠が

大垣遺構上を走り整備に支障を来たすため，復原表示するこ条大路北側IJi持の底面に現場打構

(幅60cm平均深さ60cm)を設けた。(第 l図C)

覆屋周辺監備 「なら，シルクロード博Jの開催に伴い，平城宮跡磁屋・資料館の土日開館を

実施することから，覆屋見学者用広場・使所および見学路盤備を行った。広場は，離崖や内

裏 ・第二次大極殿地区来訪者の見学拠点として，寝屋東1I[IJの県道沿いに砕石舗装(約3.410m2)

の広場を整備するとともに斑屋に隣接し使所(l08m2) を建設した。(第 l図 0)便所は鉄骨

コールテンルーフ茸，外壁はコンクリー トブロック化粧斬み仕上げとした。公衆便所にありが

ちな“暗い・汚い・臭い"というイメージを一掃するため，出来るだけgH口部やフ ロア而献を

大きくし，脚部より天井に至る大きな窓を設け室内への採光を工夫した。室内は全面タイ ル張

りと し 清潔で明かるく感じられるようにした。天井は木製横裕子とし，小屋裏換気孔と紫通

しにすることにより，効率よく自然換気が出来るように した。入口は商而にとり，男女のス

ペースを左右に分け，中央部に身障者用便所(男女各 1室)を設置し，身障者の動線を出来る

だけ短かくした。宮跡内での便所の建設には~li~. に浄化槽の深さが問題となるが，今回も逃桃面

市と現状地盤高の差が小さく必要な深さを椛保することが出来なかった。浄化摘は150人棚程度

を必要とし，最も浅く設計しでも 3mの高きとなるため，現状高に段差のある使所建設位ifiよ

り東16mのところに 4mX6mの合併処理柑を設置し，周聞に盛土 ・植栽を行うなど景観的に
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も目立たないよう配慮した。し原は便所床下に設けた汚泥槽に一旦溜め，そこから浄化槽へポ

ンプにより圧送し処理するようにした。

担屋西側では，付属械の改装を行い，警備室と売庖(平城宮跡、保存協力会に貸与)および休

憩!場を設けた。この付属棟より西側については，案内広場として整備することとし，今年度は

築地跡の舗装および縛和基壇覆屋(南棟)からの苑路整備を行った。この苑路は漉屋外周部を

コンクリート平板プロック貼りとし，復原されている東大様に木精を架け，宮内省外周築地跡

までを脱色アスフアルト自然色舗装苑路とした。

木橋は平城宮の幹線排水路の一つである東大様にかかる橋で，昨年度門と築地の一部を復原

建設した宮内省とその北方の官街の問を東西に通る道路の延長線上にある。この道路は東方の

遺構斑屋群と整備済みの第二次朝堂院・内裏地区とを結ぶ連絡路でもあり，いわば磁屋から復

原部分への導入部にあたるところから，橋の位置は遺構とは関係ないものの，その形式は復原

的にとりあつかった。すなわち，橋胸部と主橋梁は今後の維持・管理を考慮し，コンクリート

および鉄骨をもちいたが，化粧梁・歩板・縁押えなど直接見える部分はすべて木製とした。椅

全体には中央部で 5cm の反りをもたせ，厚 6cm :幅24cmの歩板を敷並べた。この歩板は下に波

した根太にそれぞれ手逃鑓 (ステンレス製)で留め，外見上留金具がみえないようにした。木

材はすべて米国産松材をもちい，防腐剤を三回塗布した。

第一次朝Æ:院整備|朱雀門 ・ 二条大脳\~備
24.510出~ I 1l.820m' 

95.000千円 I 68.800千円

波屋周辺盤側

6.230m' 
42.800千円

使所等

186.38m' 
59.000千円

説明扱 ・道標設世
1 ~左・ 13基
14.100千円

説明板・道標 1979年以降，南面大垣，第二次大極殿院，第一次M堂院などの遺構復原整備が

以前にも増して進展し，多目的苑地，駐車場などの便益施設も新たに充実してきた。また，

1987年6月には平城宮跡資料館がこれまでの展示面積を一挙に 2倍に拡大し，展示内容も一新

した。このような施設の充実に伴って来訪者の急増が見込まれ，平城宮跡、の利用に関するイン

フォメ ーションサービスの整備拡充が急務となってきた。ところが，これまで平城宮跡内に設

置された説明板の多くは，アル ミニウム板に文字や図面を写真印布IJしたアルフォト板を，高さ

約1.5-2 mの直立型の鉄製躯体に貼り付けたものである。アルフォト板は安価で図版が鮮明で

あるという利点をもつが，耐候性に弱点があり近年槌色が著しくなってきた。そこで本年度は，

デザインが斬新で， しかも強度や耐候性にすぐれた紫材を用いた説明板や道標の設世を行った。

まず，設置地点を説明板10ヶ所，道標13ヵ所選定し，そのうち本年度は説明板 1基の作成お

よび設置，道標13~主の作成と設置を行った。素材には強度，耐候性の両面にすぐれた陶板を採

用した。説明板は，第一次大極殿の位置に，第一次朝堂院を北から見おろした風設を描き，形

式はこれまでの直立型からやや傾きを持たせた平而型とした。躯体はコンクリートで製作し，

この上に陶板を接着し，周囲を凝灰岩切石で化粧した。道標は，中尾芳盛氏の協力を得て平城
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宮の建物からイメージされる朱控りの柱と白壁をモチーフとするデザインとし，白壁の部分に

行先を明示した陶板をコンク リート躯体の上にモルタル接着した。

道標，平田 ・断面・立面図

2 .藤原宮跡の整備

-""之、
'‘r'・
令
z櫨宮島世"._....1'.-

道標(資料館前)

本年度の藤原宮跡地の整備は，西南隅部において新規に土地購入を完了した極原市四分間.地

内で行った。この地域では植原市が地域再開発を実施しており 西南|判部の今後の環境整備を

進めるためにも，雨水排水路の整備が急がれる。そこで今年度は市道沿いに排水暗渠 (ボック

スカルパー ト)を30m布設し，極原市管理の水路に接続した。なおH音渠上而には雌土強芝を行

い市道との境界を明確にした。総工事授は545万円であった。

3.施設整備

平城宮跡第一・二収蔵庫は，昭和44年に建設されたものであり，すでに18年経過しているが，

近年屋根の損傷が著しく 一部落下する恐れがあるため，建設省近畿地方建設局の設計院理によ

り昭和62年12月一昭和63年3月の聞に耐摩フッ素樹脂塗装ガリバリウム鋼板に茸替えた。また，

平城宮跡第三収蔵庫二階に設置されている保存科学室が機器の増加に伴ない手狭になったため，

吹き抜け部分を改修し，保存科学データ処理室と保存科学造物処理室を増設した。 (制見啓

三.本中真，川合教博，渡辺康史)
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在外研修報告

ーオーストラリアの史跡整備-

1987年 9月20日より 11月22日まで約 2ヶ月にわたり，文部省の在外研修でオーストラリア，

ニュージーランドを訪れた。オーストラリアは 2億年前の失なわれた時代の自然と， 2 -3万

年前の石器時代，狩1iK生活を中心としたアボリジニーの古い文化を有する国であると同時に，

1989年に建国200年という新しい国でもある。この古い自然 ・文化と新しい文化の調和，保存と

活用の方法を知るために遺跡，国立公国，博物館などを訪問した。

アボリジニーの遺跡としては宗教的な場や，壁画などの RockArt，石組，住居跡， 貝塚，石

切場，カヌ ーや盾を作った木など多くの遺跡がある。オーストラリアは広大な国のため，これ

らの遺跡がまだ開発にさらされることもなく，フェンスを廻らして遺跡の位置を明示したり，

遺跡が荒されないように土で被離し，喬木・潅木 ・地被類で養生したり，草刈りなどの日常管

理をするなと守現状維持の凍結保存の例が多いようである。

オーストラリアの北部・中部ではアボリジニーが現在生活している場が許可なくては立ち入

り禁止になっている所もある一方，アボリジニーの文化を理解させるために部落を見学して狩

猟 ・食生活 ・作業などの生活を体験する観光ツアーも組まれている。

新しい文化としては，キャプテン・クックがオース トラリア大陸の東南海岸を発見し，上陸

した1770年以来，英国王の領土と宣言した開拓時代，流刑植民地|時代， 1850年のゴールドラ ッ

シュ時代の史跡などがある。史跡の整備の方法としてはオーストラリア初期の開拓時代の町を

再現する例が多く見られる。完全に建物 ・家具調度類の移築・復原，往時の植生復原するだけ

でなく開拓期の生活を体験させる例がオールド ・シドニータウン，パイオニアワール ド (パー

ス)などに見られる。オース トラリア大陸最初の白人の居住区であるシドニーのロックス地区

では，近年の開発で一部壊されたが，ジョージア式ピクトリア調の家並がロックス地区復興再

建委員会により復興され，歴史的建造物として管理され，パプ ・レストヲン，みやげもの庖，

博物館などとして活用されている。ホパートの BatteryPointでも同様の保存がみられる。

ゴールドラッシュl時代の史跡では ArtungHistorical Reserve (アリス ・スプリング)， Bendigo 

(メ ルボルン)などに見られ， 採掘現場の見学の便宜を図る他，町が修復整備されている。流

刑の史跡としてはセン ト・ へレナ島(プリスベン)，ポート・アーサー(ホパー ト)などで，監

獄や肢督官の建物跡などを，歴史条件・発規 ・気象 ・最観 ・生物などの基礎調査をもとに修復

整備が図られている。セント・へレナ島では歴史的な国立公園としての管理運営が，ポート・

アーサーでは町に入る所で入場料を徴収する町ぐるみの管理運営が図られている。

新しい文化にもかかわらず独特の自然風土の中で，自然環境を生かしながら史跡の保存整備

が行われている。特に史跡の中で往時の生活体験をさせることや，現在の施設として利用する

など活用面において参考にする所が多く見られた。(田中哲雄)
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一古代ギリシャ・ローマの都市遺跡一

1988年 3月 3日から 5月26日の!日1.文部省在外研修費により，ギリシャ，イタリア， トルコ

の古代都市遺跡、を実地見学 してまわった。目的は，ヨーロ γパ古代の都市変選を，立地条件，

規模，形態，構造，最観などから把握し，日本の古代都市と比較研究することにある。

訪れた遺跡、は， 30ヵ所ほどである。紀元前30c-12c頃のクレタ J4の追跡は，低い丘や丘陵の

中JJ皇に宮殿や町が立地し，域壁はない。宮殿も，木の梁と切り石のブロ ックとを組み合わせた

ビルデイング風の建物で 部屋は複雑に入り組む。アクロポリスもアゴラもない。

ミケーネは，紀元前13c-l1c頃のクレタに続く時代の遺跡である。王宮は， 小高い丘の上に

築かれ，高い城壁が囲む。クレタ形建築の継承とアク ロポリス形城壁とが特徴である。

紀元前6c-5c頃のアテネやコ リントスでは，アクロポリスに宮殿はなくなり，判l殿だけが残

っている。国の中心は，アク ロポリスの下に広がるアゴラに移り，ここには，市場.官庁，泉

水，劇場，利l殿など，政治，文化，娯楽にいたるすべての機能が集まっている。

ギリシャ最盛期の植民都市であるトルコのミレトスやイタリアのパエス トゥムなどでは方格

地割り都市の実際に触れることが出来た。中国や日本のようには厳密な方絡をとらないこと、

都市規模も道路幅も小さいこと.外郭が不整形であることなどかなりの相違がある。しかしか

なり早い段階で方格地割りが出現したことは注目される。また，これまで常識であった城壁が，

当初から存在したかどうか，アテネなどでも問題になってきていることがわかった。

古代ローマ時代の遺跡は，オスティア，ボンベイなどを訪れた。ギリシャよりもはるかに大

きな都市となり，アゴラにあたるフォロが中心の都市である。首都ローマでは，ギリシャ同様

ここに国家機構の全てが集まっているが，ボンペイなどの地方都市でも，フォ ロが中心の形態

をとっている。アクロポリスにあたるものはなく，建物もレンガづくりである。

ボンペイでは，考古学監督所のエ ンゾー=マトローネ氏に，研究施設と，発掘中の現場を案

内してもらった。ちょうど二階の床まで掘りおわり ，一階の屋根が出はじめたところだった。

焼けた床が炭の塊となって生々しく残っていたり ，摘り出されたばかりの壁のフレス コ画がき

わめて鮮やかな色調であったり ，遺存状況の良さには驚かされた。

今研修は，遺跡の実地見学が中心となったが，

アジアの影響を受けたクレタ島から古代ローマ

l時代までの都市変選を系統だてて実見出来たこ

とと，遺跡の保存と活用の実際を見ることが出

来たことは大きな収秘であった。 (田辺征夫)

ポンペイ遺跡，発掘したばかりの壁画。下は火山灰の堆和
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公開講演会要旨

仏堂に於ける聴聞の場について 中世の仏堂の内部は，内陣 ・礼堂 ・後戸 ・脇陣(局)等に分割

されていた。俗人が仏堂に参詣し，或は法会を聴聞する場合，仏堂内部のどの場が用いられた

のか。 r石UJ寺縁起絵』を通覧すると，側面の脇陣を用いる場合と，札堂内に置畳と帳で仮設の

局を設ける場合とのこ様がある。 r兵範記.!r中右記J r門業百己』等の記録や指図によれば，法会

の聴聞を行う際は，仏堂の形態を問わず側面の部屋を用いており，僧と法会を媒介として俗人

が参詣 ・聴聞を行う際は，仏堂の側面から行うのが原則であったと知られる。これに対し，礼

堂内で参詣する形は法会を伴わない場合が多く，略式と思われるが，この場合でも，参詣者は

潔斎を行い御師を仲介者とする等，然るべき手}II買が必要であった。(山岸常人)

“庭園と眺望" 庭園から庭園の外の風景を望み見る“眺望"という行為は，日本庭園史上古

くから存在する。そしてそこにみられる眺望の形式と景観のあっかわれ方は，時代とともに変

化 している。眺望を規定する要因と して，建物内部の空間配置状況，庭園内部の空間分節，そ

して，その時代の都市と自然との関係に規定された自然観の 3つがある，この 3者の相互関係

の変化が，庭園における眺望の変化として現われる。

本講演では，以上の仮設に基づいて，眺望対象が共通し，作庭年代の異なる 3つの庭園をと

りあげ，眺望の形式と景観のとりあっかい方に関する変化の過程を追跡した。事例検討の対象

としたものは，平城京左京三条二坊宮跡、庭園 (8C)，慈光院庭困 (17C)，依水園庭園 (20C)で，

いづれも奈良地方に存在し， 奈良盆地東方の春日山系を眺望の対象としている。(本中 真)

青差・膏羊 ・糞羊・三羊…・・・ 鏡銘にみえる災異思想i英中期の鏡の銘文に脊輩 ・青羊・黄羊・ 三

羊をもつものがある。これらの銘文の意味については従来あまりふれられるところがなかった。

蓋・羊は仮借で祥と読むべきであり，その意味は rj英書』五行志に記載される不祥の意味での

五色の祥ととらえられる。そして，それらは災異現象の最悪のものである。祥は天が王の政

治 ・行動などを諌めて表す現象であり，それに応じて王が慎んで徳を積めば，災いを福に転じ

ることができるのである。鏡銘に表された祥は福に転じたことを表示しているものといえよう。

これらの銘文をもっ鏡の大半は龍虎鏡であり，他の鏡の銘文に認められる「左龍右虎昨不羊

(祥)Jを図像で表現したものととらえられるのである。(立木 修)
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調査研究蒙報

建物物研究室

法隆寺建造物調査 昭和資財帳調査の一環として西院に所在するすべての建造物について調査

を行った。今回は特に未指定のものに重点をおきこれらの実測をするとともに写真搬影をも併

行 した。なかには西大門 (元禄10年)・聖天堂護摩堂(安永4年)など近世建築としての優品

も多い。87年 8月 ・88年 2月 (劇JI見・ 宮本・清水・ 八幡)

歴史研究室

興福寺典範古文書の贋査 昨年度に引き続いて，同寺・所蔵の古文書聖教面のうち，第41箱以下，

r興福寺典籍文書目録』第2巻に収載する分と，それ以降の分について制査と写真搬i;与を行っ

た。 1987年6月， 10月。 (鬼頭・綾村 ・舘野 ・八幡)

法隆寺古文書の調査 昭和資財帳調査の一環として，記録・古文書の調査を行った。阿 7箱か

ら口1箱までの調書の作成と写真撮影を行った。 (鬼頭・八幡)

薬師寺典籍古文書の調査 東京大学史料編纂所との共同制査で，第8回目にあたる。前回に引き

続いて， 12-22箱の調書の作成， 23・24箱の推理を行い，あわせて10・11箱の写真撮影を行っ

た。1987年7月 (鬼頭・ 加藤・橋本・寺崎・舘野・八幡)

醍醐寺古文'の鋼査 前回に引続き，同寺所蔵の古文告:のうち第12 ・ 13箱の剖査、写真~Ml揺を

行った。また前年に引続き文化庁美術工芸部の依頼によって，同寺所蔵の古文書100箱分の指定

調査に参加， 協力した。1987年 8月， 11月， 1988年 3月。 (鬼頭・ 加藤・綾村・橋本・ 寺

崎・舘野 ・八幡)

島津家文書の調査 東京大学史料編纂所所蔵の同文芸!-のうち，第11・14-15帯箱の翻査，写真

撮影を行った。1988年 2月 (鬼頭 ・綾村 ・橋本 ・八幡)

仁和寺古文書の調査 前回に引き続いて，150， 151箱の調拍:を作成した。1988年 3月。(鬼

頭 ・加藤・ 絞村 ・橋本)

その他の調査 石山寺， 1987年 7月， 12月。(加藤 ・綾村・橋本)高山寺，1987年 9月， 1988 

年 1月。(加藤・綾村・寺崎・八幡)

平城宮跡発掘調査部

特別研究平城宮跡朱雀門の意匠と構造に関する研究 昨年度に続くものでJJ:匠・椛造ともさらに検

討を加え，より具体性のある案を作製するとともに，それを研究会に提示した。(87年 5月)遺

構との関係で問題となる基礎部については，遺構保護上底而有iを基担金而にとり，荷重の分散

をはかるいわゆるベタ基礎策が適当であろうとの結論を得た。 (紺l見・内田)

神野向遺跡の発鋸調査 常|塗国鹿島君lHlij推定地の第 7次訴!査。 本年度は昨年にひきつづき， fls 

庁の外郭施設を確認するために，北に 2条，束と南に各 l条の トレ ンチを設定した。調査の結

- 61 -



来，郡庁外郭の南限は築地であり，内郭から約50mの位置にあるこ とが判明した。北・束限は

前年度の成果をうけて，内郭から約100mの位irLを粕査したが，確実な区画施設を検出すること

ができなかった。 (毛利光，巽，井上，花谷)。

第12回遺跡環境重備担当者会強 1988年12月，同会識を当研究所が担当し開催した。大規模な

推備対象遺跡をかかえる全国の担当者が25名集まった。本年度は r遺跡、における行事 ・イベン

ト利用の笑態とその在り方』というテーマにより，各地跡における事例報告と討議を行なっ

た。(田中 ・高瀬)

滋賀県下庭園の実測関査 今津町の極楽寺庭園 (350m2)，および大津市の聖衆来迎寺庭園

(220m2) の笑測部l査を行った。前者は江戸後期，後者は江戸初期の作庭であり，いずれも枯山

水。縮尺50分の lで周囲の建物も含めて笑測した。1987年12月。(国中 ・高瀬・本中 ・五島)

釣熊山荘庭園の実測関査 京都市文化観光局の依頼を受けて，京都市左京区に所在する明治則の

別荘・封龍山荘の庭回(面積約5.200m2) の笑iJlIJを行い， 100分の lの平面図を作成した。なお，

封龍山荘庭園は，その後文部省から名勝に指定された。(田中・本中・小野)

埋蔵文化財センター

今帰仁城の写真測量 沖縄県国頭郡今帰仁城の石皐の写真測量(第 8次)を今帰仁村が実施，

これを指導した。前年度までで，SMK120， SMK40を使用できる場所は終了 したので，今年から，

はねつるべ式搬影システムを採用した。 1988年3月2日-13日 (木全 ・伊東・西村 ・松本)

蓬ヶ池横穴群の保存工事 宮崎市。史跡整備に伴う械穴(凝灰質砂岩をほり こんだもの)の保存

修復修理。温湿度を測定した結果，常に高湿度状態を維持しているものと比較的乾燥状態にあ

るものと 2種類あることがわかった。縦穴内部の保存状態は良好であるが，外気に接する羨道

部は風化のため欠損しているものが多い。昨年度に続き，合成樹脂含授により強化したのち，

外気に援する欠損部分は，吸脱湿性のあるエポキシ樹脂で擬土をつくり復元した。(田中・

沢田.JJ巴塚・村上)

高木遺跡 ・四十九院遺跡の探査 滋賀県教育委貝会が言十画している「探査法開発事業J の一環と

して実施したもの。水田における屯気探査 2極法による測定が住居跡など低比抵抗の対象に

有効かどうかを実験，現地にてこれを指導。 1987.9.7-9.12(西村)
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奈良国立文化財研究所要綱

I 事業保婆

1 研究普及事業

公開講演会

(1) 1987年6月6目 指;60回公IJ目前副会

「仏当t:に於けるIf:I.lIliJの場についてJ LlJi.下常人

「平城京と剰l同IJiJJ1J;J 松村山lffJ

(2) 1987年11月14EI ti;61回公Im~i以前会

rl定幽と眺望」 本中真

rff"ii1i . 11P È(~ ・ 賞三位 ・ 三学」一鏡銘にみえる

災拠忠忽一 立木修

現地説明会

(1) 1987年6月27日 平減宮第175次発嬬調査

(壬生門西の役所跡) ~~i~f-P.JI 

(2) 1987年 8月29日 平減宮第184次発御調査5

(平減京左京三条二坊七坪) 王国労英

(3) 1987年 9月5日 藤原'出r~55次発射訓盗

加藤 i愛

2 1987年文部省科学研究費者有助金による研究

1弘 ))1) 研 究 III 

(4) 1987年10月31日 石神遺跡第 7次発似調資

大脇淑

(5) 1 9875~ 1 U:17 日 平減宮跡第182次発掘i純資

('iUi自可制;) }諸国敏ヲj

(6) 198851" 3)J 5日 ;1< JJ~ m-~~;第 186次発品:1!~出:1 11:

( ll1.械IK左京三条二以iー ・・二 ・七 ・八 .Pl') 

:11上手11人

平城宮跡資料館・遺構展示館

(1) 秋季特別公Ilil 1987年10月10日-11月8日

見学者35.469

(2) 凡学者数

資料自l lil970平成.沼11;展示館は19臼年度以降の~m

w 研究代 表 者 交 付加

特別推進研究(2) 古$1'給変動データの分析による考古l夜!と側先hil、のfii:..i. 111 '1' 官昆 8.000千円

一 般 般研究(A)

一 般研究 (s)

" 

一 般研究 (C)

4シ

" 

努励研究 (A)

" 

研究成挑刊行y~

(データベース)

lfl 

3 飛鳥資料館の運営

展示

B本/1¥土百斜路の材質分析による剥年研究 町 111 1;'( 

日本考占ザ ・古代'1!1ll誌を外凶Jii化 し.そのloc決を凶際的にlよ 111 本!と~. 1~I.j 

めるための恭慌がj研究

党ぬ!治情による日本中股住居のiW恥的研究 日本 l毛ニP.I¥

~坊 ・ 条.ill研究史に|刻する資料収集とその研究ー ~tillì定政を'1' 1i 本次P.l1

心としてー

日本古代Jlti，(衡の考古学的研'先 .'H 餓 fl( 

中世食ilii割l成の地域性に|刻する !t;~(ドJ研究 当証 I1J 飽太郎

後良~JJilI令体制下における土師~ifを中心とした芳1 1i'U藍の民I~I 五 IJI 芳英

とその流通の研究

弥~I 時代における鉄?if~f-及の窓義 iま I事会ー 樹

製品E文化財文献ti'jキIIデータベース11'1広 (~本次P.I\

10!'， 

特別講演会

1987年 5)) 2日 万*の時代の衣服

第一展示室 'I:;~' I没展示

第二展示室 蒜IU)特別展示「部業の衣食住」 19871ド5)'j16日 万葉のl時代の住居

600 

8∞ 

1.4∞ 
1.似泊

1.1∞ 
1.αm 

奴)()

8∞ 
6.790 

22.390 

4封!!~~削除

( 1987 . 4 .22 -1987. 5 . 31 ) 

秋lUI特別展示「壬[11の古LJ

宮本長二日1I

1987年 5))23R 万葉のl時代の食事

( 1987 . 10. 7 -1987 . 11 .23) 佐原点
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1987年10月17日 壬巾の乱と豪族逮.

鬼頭1i'f明

1987年IIJI7日 壬巾の乱がもたらした寺々

八賀 3lf 

1987年11月21日 壬巾の乱の武器・ 武具

小林謙一

普及

JiIj年同級イ ンフオメーショ ンルームで観賞者の

質問に応じている。また， 特別展示の[11IJ主として

「政紫の衣食住」及び「壬r1]の乱」を刊行した。

入館者数(1987.4.1-1988.3.31 1刻館日数314日)

区 分 待通似覧 日l体似覧 有 科無 科合 百十

一 般 48.401 22.797 

抗・ 大生 12.905 32.858 
214.332 12.473 226.805 

小・中生 15.863 81.508 

st 77.169 137.361 

陳列品目情入

?:~-t公塚古I賞後園女性衣Jlfl復原 I )む

胸ttUめ1H友製 l個

4 埋蔵文化財センターの研修・指導

研修 組!磁文化財の保護に資すること を目的

として主に地方公共団体の思康文化財保護行政組

当者を対象に次の研修を実施した。

(1) 昭和62il:.J生息l磁文化財発掘技術者I早1"1研修

(付f保呆有

1ω98幻7玉年手4月14日-4月2お8日 {参加者l同6名)

(ω2幻) s附百利6臼2年!皮支足迎z磁文化i財材発鋸技術者4特寺別研修

(自然科学的年代決定法課程)

1987年 5月8日-5月11日 (参加者19名)

(3) 昭和62年度迎磁文化財発掘技術者専門研修

{jiH/Il探査 ・予備調査課程)

1987年 5Jn9日一 6月9日 (参加者10名)

(4) Ils;f1l62年度思蔵文化財発砲筏術者特別研修

(ill跡il!lJiii:外注管理IDIl程)

1987年 6月16日-6月18日(参加者35名)

(5) 附利62年度.!ill蔵文化財発掘技術者特別研修

(報告の作成課税)

1987年 6月24日一6月268(参加者36名)

(6) 昭和16以下皮腹蔵文化財発掘調査技符渚一般研修

(一般課程)

1987年 7月2日-8月 5日 (参加者25名)

(7) 昭和162，年度思蟻文ftJtt発慰謝査J鮒渚l草門研修

(jfi跡保存整備課程)

1987年 8月18日-9月5日 (参加者20名)

(8) 昭和62年度埋蔵文イり材発掘調査技谷市噂1"1研修

(遺跡、iP'IJ公課程)

-61¥ -

1987年 9月14日-10月6日(参加者20名)

(9) 11制 162年度埋蔵文ftJtt発好調 査技符渚特別研修

(自然科学的産地問定法2!日量)

1987年10月13日一10月15日 (参加者:'28名)

(10) 昭和62年l雌蔵文イ開発指!淵査制;渚 WI"J研修

(弥生時代遺跡潟査課程)

1 987年10月 21 日 一 11 月 10 日 (参加者21~，)

(11) 昭和162if-J支綾凝文イり材発掘調査技停滞切門研修

(環岐考古課程)

1987年11月18日-12月 8日 (参加者16名)

(1事 11師U62if-J支埋蔵文{り材発抱調査技称。市al早I"JfiJf修

(足I!磁文化財情報課程)

1987年12月15日-12月24日 (参加者30名)

発掘鯛査・登備・探査指導

(北海道) 1別陽丸.津軽海峡級建設工:rJ~， (背

森県)i~l!軽氏峻跡，根減跡， (岩手県 ) 見IJJrf~ミ手

跡，毛位寺!定悶，(秋図県)払回棚跡.上の山 口

治制;，秋田城跡，(山形県)事11出遺跡， ( 稲 }:b~ln

大戸古銭跡襟，と{日寺跡，館崎中前穴1作， }:UI・廃寺

塔跡， (栃木県)足利学校跡.飛山減跡，1W山公

凶遺跡.下野国府幼，下聖子国分寺跡，(f，宇115県)

字通遺跡.上野国分寺跡.大御堂泣紛思:ll・説全遺

跡，Olt京都)前回耕地遺跡t (tr山県)安田峻跡，

(石JII~ç'， )河田山古噴.能登国分寺跡.石動山東

林院庭闘， (福井県)嶋鹿手応遺跡， (岐阜~，;~)岐

阜滅，(山梨県)天狗沢喜足跡， 寺本廃寺， (長野

県)目前11平然跡群，上の山祭跡群， ZZ梨氏減跡.

4公本減， 垣外遺跡，高梨会館跡， (協同県)北江

111]械穴f，f，勝111J回減跡，事t明原ill跡，元宮川遺跡.

械須賀減跡， 柏谷被穴群， (愛知県)三河国分寺

跡， 名古~減， 日向山古I貧， (三重県)-+f~坂減，

|羽浄寺跡，斎宮跡， 八反田遺跡，伊賀国府~1J;推定

j也，(滋1n';l-)高木遺跡，四十九|院遺跡，大岩山

古明t:f.，二ノ宮神社庭園，極楽寺j定国.盛安寺庭

!怠. 型~?~ ~長迎寺庭闘， 作谷黛跡， (京都府)日目E

寺跡，大覚寺大沢池，志Z3遺跡，I.IJ減国分寺跡，

対自立山荘庭闘，慈照寺庭闘， (大阪府 )難波宮跡，

池上 ・白線遺跡， 三ツ塚古Jft修羅，(兵五le県)伊

剰l中山一号t貨，防庄荘園遺跡.姫路減，大山荘園，

困~Ji遺跡，篠山減跡，感状山城跡. 赤主~減跡， t巨



路城跡，戒野ill跡，玉w・田中遺跡，桜ケ丘銅

鐸 ・堂文，有岡城跡，奥村廃寺，但馬国府推定地，

小犬丸遺跡，中道子山城跡，吉国南遺跡，砂入古

t賞，西山古墳群，平方遺跡銅鐸， (奈良県)向ノ

庄遺跡，飛鳥水落遺跡，繊向遺跡出土造物，藤ノ

木古墳， (和歌山県)手Ij生護国寺境内， (鳥取県)

瑞穂遺跡，上光遺跡， (島根県)荒事jI谷遺跡， (岡

山県)津山城跡.美作国府紛;， (広島県)大宮遺

跡，草戸4軒町遺跡，寄倉岩陰遺跡， 三ツ峻古I氏

(山口県)小野田セメン ト徳平IJ黛，大内氏遺跡，

萩城跡，延行条理遺跡，朝日田噴墓群.綾桜木郷

遺跡， (徳島県)若杉山遺跡， ijlf野丸山古t.l'i， (香

川県)長尾寺経随，讃岐国分寺紛， 王基山古噴，

弘福寺領讃岐園山田郡田図，当常雲出山遺跡， (愛

媛県)古!!現G遺跡，来往廃寺跡， (福岡県)玉塚

古墳， 小郡遺跡， (佐賀県)谷口古噴，大黒町遺

跡，名護屋・遺跡 ・陣跡，(長崎県)鬼の窟古墳，

(大分県)大分元町石仏， 川部 ・高森古.t.rt群， 宇

佐風土記の丘， (宮崎県)迎ヶ池古墳群， (鹿児島

県)指宿橋牟礼川逃物包合地，郷之原地区逃跡，

(i中縄県)i勇回古言葉跡， フルスト原遺跡，新里村

跡，今帰仁城跡， {I中原遺跡， 語Ii座遺跡，糸数城跡

埋蔵文化財ニユース刊行

第58号 1986年度埋蔵文化財関係統計資料

第59号 わが国における古年輪学の現状

第60号 1985年度刊行埋蔵文化財発搬捌査報告舎

に|刻する情報調査

第61号 埋蔵文化財に附するコ ンピュータ情報処

理の現状

第62号水田遺構集成

5 その他

委員会等

第14図飛鳥資料館運営協議会

1987年 5月19日 於飛鳥資料館

平減 ・飛鳥藤原宮跡調査整備i指導委員会

1987ijo 6月18日・ 19日於平減宮跡資料館講堂

平城宮跡朱雀門調査研究会

1987年 5月25日

外国出張

於小会議室

鈴木嘉吉 メトロポリタン美術館の「日本美術ギ

ャラ リーJ r別館式に出席のためアメリカ合衆国

へ出張

1987ijo 4月19日-1987年4月24日

田中智雄 造園 .j室長空rllJの歴史的展開の研究の

ためオーストラリア国.パプア ・ニューギニア

図，ニュージーランド国へ出張

1987ijo 9月20日一1987年11月22日

田辺征夫 ギリシャ ・ローマの古代都市と日本の

古代都市の比較研究のためギリ シャ国，イタリ

ア国へ出張

1988年 3月3日-1988年 5月27日

協力事業等

文化庁では1971年度から特別史跡藤原宮跡の国

有化を進めており， 1972ijo度から当研究所が文化

庁から支出委任を受けて買収事務を担当している

が， 1987年度の状況は下記のとおりである。

区分

1987 1ド}良

国有地合間

而被

9.362.56 

308，932.75 

金 額

338，393.512 

5，936.514.308 

研修 員 一 覧表

氏 名 所 属 受入 れJVIIIIJ 受 入 れ 室 研修 !fil拝内 容

丹羽 微
三耳H';\教委!II~外研修生 1987.7.1-1987.9.30 平城宮跡発抑制査部 型II磁文存化財の発』日制査およ
(三重~'，\ j.Jt志l車高校教諭) び保 について

東 治成
向上 1987.7.1-1987.7.31 l司 _I: 1"1 上
{三if{県立四日市西221校教諭)

森 川 幸雄 同(1刻町立上l地小学校教諭) 1987.7.1-1987.9.30 飛資制，UiEE141宮跡発抑制 1百l 上

五品目也 佐主事Ti県教育庁文化課文化財保護 1987.7.1-1987.9.30 
"1'城::.~跡発御f凋査部1 遺跡の保有盤備について

1987.11.1-1988.1.31 

ハーバー ド大学考古学科|事士銀 1987.7. I -1987.8.31 平成宮跡発銀f~査部i
遺跡の発銅剣究

佐々木議 ー f'i 

三百H'，~教委県多外研修生 飛山政Jj~t'Éf湖、発招f剖 主~l蔵文化財の発銅剣査およ
別府 洋 二 (必坂司I・ 気回I組合立多気中 1987，9，1-1987.9.30 

1f.古都 ぴ保存について
学校教諭)

日本考法古学の研究存(発抱剥
f百 立祥 中噂人民共和国際史博物館只 1988.2.1-1988.2.29 平妓宮跡発』日f凋畳間l 1f.方， 測fat-保処理，

情報処理等について)

王 続
中11~人民共和l国社会科学院考古

1988.2.1-1988.2.29 l司 上 !日l 上
所助理研究日
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E 図書及び資料

図{ln02，0481冊 (1988.3.30 ) 

区 分 1量 glJ 賜 入 苦F 開

利 i車位 1.398 4.697 
1987 

i芋 世F 84 48 

曜日 i草野 43.H8 52.379 
以Rt

i羊 I'f 5.260 961 

写r~ 356，674点(1987年度末現在)

E 研究成果刊行物

1. 1987年度刊行物

図録第17冊万葉及衣食住

第181冊壬申の乱

st I 

6.095 

95.827 

報告書等 昭和62年度平減宮跡発掘調査部発掘

綱査概報

飛鳥 ・藤原宮発掘淵査概報18

平減宮発掘測査出土木簡概報19

飛鳥・藤原宮発偲調査出土木間続報8

2 前年度までの刊行物

奈良国立文化財研究所学報

局:

1954 第l冊仏師巡艇の研究

第2冊 修学院雄2吉の復叫{的研究

1955 第 3 冊文化史Ilili~整

1956 第4冊f 襟良時代僧房の研究

1957 第5冊飛鳥寺発御調査tu告
1958 第6冊中世縫倒文化1!

第7冊 興福寺食堂発御f剖査報告

1959 I第8冊文化1とお綬日

百19冊川原寺発婦凋1i報告

1960ド10冊平山…官腕側報告

1961 第11l1li 院家l.M告の研究

1962 筋12冊巧匠安阿弥陀仏tJH車

第13府寝殿造;V，庭閣の立地的考祭

第14冊 レースと金m.舎利略にl則する研究

第15附 平減l:l・発抱自調査制i告日 官街地I虫の問主E

刊第16冊平問 御 調 査 問 内 削 減 の 調 査

1965 第17冊 平波宮発!Ii!湖査報告lV 'Er街地殺の問責

第18冊小規逮州の{乍郁

1967 第19冊 xi飯氏の氏寺とその院家

1969 自l20冊名物裂の成立

1971 第211暗研究益集I

1973 首l22冊研究治~ U

1974 第23冊平城iHlll自消費税告羽 平峻Jff左京一条

三坊の調査

第24冊向山一町並等キUi!i-
1975 I第25冊平成京左京三条二幼

m26冊平波宮発御調査報告¥1

自作27冊 飛鳥 ・篠原官発綿広岡査報告1

m28冊研究E古集町

第29冊木曾奈良井一町並測査報告ー

1976 I m30冊 五条一町議調査の記録ー

19771 m31冊 彼自 ・厳係官発抱湖査報告目

第32冊研究治~1V
買~33冊 イタ リアヰJ$の一山岳~務における民家

別査報告

書~34冊平減宮{発t居間資キIH.'.nx

1978 I m35冊研究詰~V

m36冊平城"a!IE備湖査報告 I
1979 I第37冊先HI'雌lijl宮発t節減査報告UI

第38冊研究笛~!VI 
19801第39冊平織官発据調査報告X

1981 I第40冊平滅官発』臨調査報告Xl

1984 1 第41冊研究論~\I

第42冊平織l!l発慰問li~IHラ XD
第43条 日本における近世民家 (農家)の系統的

発展

1985 1 tl144冊 平城京左京三条二J;/j六坪発4組問ヨtHIHt.

19861第45冊薬師寺発御調資級告

奈良国立文化財研究所史料

年度 名 称

1954 第l冊 Ttl無阿弥陀仏作普集 {銀製)

1955 調~ 2冊 西大寺叙噂伝自己割引此

1963 調~3 冊仁剰1寺1!科寺誌編 l

1964 第4冊俊乗幼・1fi源史将集成

1966 第5冊平減if木附 l 図版

1967 第6冊仁和寺史料 寺::1;組2

1969 調~5 冊平総?主木附 1 1fl鋭 OIIJ冊)

1970 自~7 冊 J;!HiH是寺史料 l

1974 m8冊 平駿s木簡2 図版・解鋭

第9冊 目本栄術院彫刻部修理記録I

1975 第10冊 目本>XH~Í院彫刻得修理記録H

1976 第11冊 目本尖lfi院彫刻苦手修理促録旧

1977 持il2冊藤原iii木簡 l 図版 .lI'~ t見

第一13冊 目本美術院彫刻符修理記録W
1978 第14冊 目本笑術院彫刻待修理記録V

第15冊東大寺文型F目I基調n巻

1979 第16冊 日本9:'l術院彫刻j等修理記録W
第17冊平成8木簡3 図版 ・解説

第18冊藤原宮木簡2 図版・解脱

百~19冊東大寺文l'f 目 nm2巻

1980 調~20冊 目本9:'l1両院彫刻等修理gl!j，説明

m21冊東大寺文llf目録第3巻

1981 貫~22冊七大寺巡礼私記

第23冊京大寺文型F目録封~4 巻

1982 第24冊 東大寺文1'1自主主首~5 巻

百~25冊平成1富山土処型F土器集成 I

1983 自作26冊 3巨大寺文l'f目録m6巻

1984 第27冊 木器集成図録一近餓古代篇ー

1985 自~28冊平波宮本側四図版 ・ 解鋭

百~29冊 興福寺典l1i文l'f目録第ー巻

- 66 -



祭良国立文化財研究所基準資料

年Ii: 名 牧、

1973 第 1f暗瓦編 1 解読

1974 第2冊瓦編2 解2見

1975 百~3冊瓦編 3

1976 百~ 4 冊瓦編 4

第5冊瓦編5

1978 百~6 冊瓦編 6

1979 第7冊瓦編 7

1980 百~8冊瓦編 8

1983 百B 冊瓦編9

飛鳥資料館図録

年度 名 tす.

1976 第 1f冊飛.r.~白鳳の校名金銅仏

買~2 冊飛.(.1白鳳の干玉名金銅仏 銘文筋

1977 W， 3冊 日本古代の~t1U.~

1978 第4冊 目本古代の11mjt文総

第5冊古代の誕生仏

1979 買~6 冊 飛XI時代の古川-~~t公縁とその周辺ー
19ω 第7冊 目本古代の~尽

1981 買l8冊山田寺/It

1982 首~9 冊高t合嫁f合1f.

1983 W，1O冊渡来人の寺ー桧隅寺と荻rn寺ー

第1I冊飛山の水時計

第12冊 小建築の世界一地愉から瓦.ll'iまでー

1984 第13冊 藤原宮ーとI~ I世紀にわたる[刈貨と研究ー

1985 第14冊 目本と純国の盟1(;訟

第15冊飛rl寺

1986 第16冊飛鳥の石造物

ν 定員

V 予算 (1987年度)

人件費

選営費

~J ~ ifi 管理

一 般研究

特別研究

発砲御査

a跡 整 備 管 理

飛鳥資科館運営

組成文化財センター運営

新庁舎維持管理等経質

絡 EE 費

!!i段整備費

"I!械'~f'J!f等整備n

各 所修繕費

百十

542.452干1'1

700.940 

5.178 

55.890 

4.111 

462.065 

55.567 

47.338 

42.687 

28.104 

317.512 

28.525 

279.400 

9.587 

1.560.904 
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VI 施設

土地

奈良国立文化財研究所所管 47.889m' 

{本庁舎 8.860m'を

飛鳥藤原宮跡発御調査部 20.514m' 

{飛鳥資料館 17.092m' 

郡山宿舎(二) 80m' 

l飛鳥資料館宿舎 1.343m' 

文化庁所官 (1刻係分) 1.389.272m' 

{平減宮跡地区 1.075.299m' 

{藤原宮跡地区 308. 932m' 

1飛鳥稲淵宮殿跡地区 5.04Im' 

建物 24.57Im' 

1.庁舎 23.980 

区 分 本li'舎 平総 藤1);( 貴1: H 藤lJ;t
百十資料館 g跡

m' rr{ m' m' rr{ rr{ 

事務室 568 44 ぬ4 90 1.∞6 

研究室 1.419 274 77 1.770 

資料・図型F室 1.021 36 36 1.09 

会 Z控室 338 58 42 438 

~ 1.t お4 89 473 

展示室 島14 648 1.492 

写 民主 79 256 87 64 486 

桜島・展示制l 1.686 1.686 

Iド w 84 2∞ 259 94 637 

:fiW・収蔵w 123 5.109 2.144 480 7.856 

研修様 1.416 1.416 

そ の他 1.745 2.“6 118 1.062 361 5.627 

官十 6.793 11.189 3.280 2.682 36123.980 

2.宿舎等 591m' 

重要文化財旧米谷家住宅~ 213m' 

郡山宿舎(一).(二) 153m' 

飛鳥資料館街会

主要工事

225m' 

(1)施設整備費 千円

研修寄宿練防災改修工~J~-式 28.525 

(2) 平減宮跡地等践例q~

平城宮跡環境繋備IIslll62年度第 IJijJ工事 95.000 

第 日JijJ工事 62.000

第IDJijJ工事 38.500 

平減宮跡破産地区使所~;工事一式 59.000 

藤原宮跡環境護保j昭和62年度工事 5.000 

(3) 官庁営繕q~

平城宮跡収蔵庫修総工lJ~ (第一 ・二収蔵庫届紋改

修)32.442 



(4)その他(各所修総・試験研究費)

平城宮跡努~3 収蔵1ilI保干F科学室改修工事一式
11.063 

百人事異動

(1987.4.1--1988.3.31) 

4月 1日庶務部会計課長に昇任 小川!l(¥夫

庶務部庶務課課長補佐に井任

石田和樹

庶務部会計鯨謀長補佐に昇任

川合教博

庶務部会計課経理係長に昇任

黒坂雅~

平城宮跡、発砲淵査部l言十iM修吉t~調査室長

に持f壬 高瀬~一

飛鳥藤原宮跡、発御澗査部主任研究官に

昇任 岩本正ニ

庶務部会計~専門職員に転任

井元正澄

飛鳥藤原宮跡発掘調査部長に配位換

牛川喜幸

庶務部庶務課長に配置換す、羽剣一

埋蔵文化財センタ一保存工学研究室長

に配irLi奥 回中哲!jt

1IH~K高原宮跡発掘調査部遺構捌査室に

配也換 山岸常人

飛鳥正義原宮跡発銀i調査部考古第一f調査

室に自己位J奥 深i事労-1M

飛13資料館庶務室に配置換中西建失

文部技官(平械宮跡発掘調査部逃fI~捌

査室)に採用 i菜)11i~YJ 

.Ijl務補佐只(庶務部会計謀)に採用

河村京子

研究者li佐只(飛鳥藤原宮跡発御調査

部)に採用 角治行

研究補佐只(庶務部庶務課)に所属換

石川千恵子

稲井工然高等専門学校庶務総長に占1・任
筋!よ，'.JfJ

文化庁文化財保護部記念物諜主任文化

財調査官に昇任 安原啓示

滋賀医科大学業務部医事課課長補佐に

転任 福山郁夫

大阪大学経済学部会計掛長に転任

山口 m治
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奈良工業高等専門学校会計課に転任

刀谷敏博

国立国語研究所庶務部庶務課長に配位

換 松本保之

6月1日 文部技官(平滅宮跡発掘調査部計測修

1i(f.凋査室)に採用 小野健吉

6月3日 鮮 戦 高田操子

6月30日 辞 職 岩本正二

7月1日 平減宮跡発短調査部主任研究官に昇任

松本修自

平城宮跡発御調査部主任研究官に昇任

西口寿生

担i~主文化財センター研究指導部主任研

究官に芥任 j肥塚隆保

事務補佐只(庶務部会計l!Jlllに保用

中村和美

9月30日 辞 験 書官野 和1己

10月1日 庶務部長に昇任 日貨瀬 了平

昨馬大学庶務部長に転任伊藤省三

文化庁文化財保護部記念物~に転任

松村恵司

11月 l日 静 職 永田季子

12月 l日 文部技官(平減宮跡発制問査部史料調

査室)に採用 村上 陵

文部技官(平城宮跡発据閥査部考古第

一調査室)に採用 小池 {申彦

12月6日 静 験 f1J t告行

1月1日 .IWtfi補佐只(庶務部会計課)に採用

3月30日 静 戦

3月31日 静戦(定年退職)

植田よし子

中村 和美

東谷久夫

鬼頭 nT明鮮戦

w:組織規定

文部省組織令 抜苓

第108粂

昭和59年度政令第127号

昭和59年7月I回全部改正

2 前lJiに定めるもののほか，文化庁に次の施設

等機関を世く。

国立文化財研究所(前後略)

第114条 悶立文化財研究所は， 文化財にl刻する

澗査研究，資料の作成及びその公表を行う機関

とする。

2 国立文化財研究所には，支所を也くことがで



きる。

3 国立文化財研究所及びその支所の名称. f立iIT

及び内部組織は，文部省令で定める。

文部省設置法施行規則 抜本

昭和28年1月13日文部省令第 2号

迫加11[1'1'1143年6月15日文部省令第20号

昭和45年4月17日文部省令指'm号
昭和45年4月12日文部省令第 6号

1I(j和49年4月11日文部省令第10号

11[1和50ijo4月 2日文部省令第13号

H併1151年 5月10日文部省令第16号

附和52年 4 月 18日文部省令司~IO号

昭和53:ijo4月5日文部省令第19号

1113和53年9月9日文部省令指:33号

昭和55年4月 5日文部省令第14号

昭和55:iF6月25日文部省令第23号

IIs和58年10月 1日文部省令第25号

IIs*1I59年7月18 文部省令賀~37号-

11[1和63年4月8日文部省令第12号

~Hî言文化庁の施設等機関

自~4 節国立文化財研究所

~IJ6粂の 9 国立文化財研究所の名物:及び佐世

は，次の表に掲げるとおりとする。

名材.

耳O;IIヨ立文化財研究所

祭良国立文化財研究所

第 2;次奈良国立文化財研究所

(所長)

第123条 奈良国立文化財研究所に， 所長を世く。

2 所長は所務を法理する。

(内部組織)

第124条 奈良国立文化財研究所に.庶務部.ill

i造物研究室及ぴ股史研究室並びに平域;古跡発品i!

調査部及び飛鳥藤原宮跡発娼調査部を泣く 。

2 前lJ'Iに定めるもののほか.奈良凶立文化財咽研

究所に.lIV:~資料館及びJj!蔵文化財センターを

位く 。

(庶務部の分器~及び事務)

努~)25条庶務部に.次の二放を世〈 。

一庶 務机

二会計:l*

2 庶務課においては，次の事務をつかさどる。

ー 験日の人事に|則する事務を処理すること。
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二 股只の稲利厚生に関する事務を処理するこ

と。

三 公文i'~類の媛受及び公正(lの色-守その他I.f!::rfi

に関すること。

凶 この研究所の所治事務にl刻し，述絡調教す

ること。

五 この研究所の所訴に係るii'i椛及ひ'造物の保

会のための脅備に|則すること。

六 ilii各サに掲げるもののほか，他の所説に属

しない~J~務を処理すること 。

3 会:¥1・fJllにおいては，次の事務をつかさと'る。

一 予算に附する :rJ ~務を処理すること。

ニ 経費及び収入の予算その他会;nに閲する事

務を処理すること。

三 行政財産及び物品の管理に関する :tJ~務を処

到!すること。

凶 庁舎及ひ被備の維持，色思!に|刻する事務を

処理すること。

五庁内の取締りに|刻すること。

(建造物研究室生干の事務)

第127条 ill造物研究室においては.建造物及び

伝統的建造物併に附する湖査研究を行い，長び

にその給処の公表を行う。

2 廃史研究室においては，考古及び史跡並びに

股史資料に|刻する別査研究を行い.並びにその

結果の公表を行う。

(平城宮跡発掘削洗剤iの六室及び~J~務)

第128粂平城宮跡発御調査部に.考古第一湖資

2長，考古第二調査室，考古第三割査室.巡fIIt;絢
'}王室. 計 iJliH劇部調査室及び史料部lヨ't~~ を世く 。

2 1狗項の各室においては，平械宮跡に|到し.次

1れから第 6 項までに定める司q~を処理1\するほか，

その発似を行う。

3 考古第一澗査室，考古第二調査2言及び考古第

三調査室においては，別に定めるところにより

分但して，逃物(木簡を除く)の保存監理及び

部1査研究議びにこれらの結*の公表を行う。

4 遺m謝j1t~においては，泣構の保存経理及び

別査研究設びにこれらの給処の公表を行う。

5 ll1"il!IJ修 ;jt~刈査室においては.逃椛の百十ißIJlえび

修fit並びにこれらに|刻する制査研究遊びにこれ

らの結来の公表を行う。

6 史料訓1i:釜においては.木簡の保存経理及び

司~J 1t研究，史料の収集及ひ1j'J.'.J査研究並びにこれ



らの結果の公表を行う。

(飛鳥藤原宮跡発掘削査部の四室及びijI.務)

第129~ 飛鳥藤原宮跡発御調査部に.考古第一

間jIt~長， 考古第二附査室，泣桃調査室及び史料

制jIt室を位く。

2 litrJflの各室においては.藤原宮跡及び飛鳥地

j或における宮跡その他の遺跡に|刻し.次項から

第5Jflまでに定めるrJIf:売を処理するほか，その

発話i!を行う。

3 考古第一調査室及び考古第二調査室において

は. 5JIJに定めるところにより分担して.遺物

(木簡を除く)の保存務理及ひ守調査研究並ぴに

これらの結果の公表を行う。

4 ;ïW~側査室においては.遺構の保存猿型及び

術査研究， 遺構の百十i則及び修fR並びにこれらに

l刻する綱査研究並びにこれらの結果の公表を行

ヲ。

5 史料調査室においては，木附lの保存E監理及び

湖ヨ't研究.史料の収集及ぴ調査研究遊びにこれ

らの結果の公表を行う。

(飛X~資料館)

第130条 飛鳥資料館においては，飛鳥i血液の庭

史的1主義及び文化財に|測し.閤民の11I¥解を深め

るため，この地成に附する考古資料.n竪史資料

その他の資料を収集し，保管して公衆の観覧に

供し，あわせてこれらに附する調査研究及ひ可I

業を行う。

(飛n資料館の館長)

第131条飛鳥資料館に館長を置く。

2 館長は， 館務を1l~理する。

(飛，n資料館の二釜及ぴlJl務)

第132~決 飛鳥資料館に. I.I!:務室及び学芸室を位

〈。

2 庶務室においては， 飛13資料館のL!f.f~. 会計

等に|泌する事務を処理する。

3 学芸室においては，次のIJl項をつかさと・る。

一 飛鳥地j或にI刻する考古資料，歴史資料.建

造物.絵画，彫刻.:!II!-l1l'.古文住その他の資

料の収集，保管.展示.模写.綴逃.写真の

作成，調査研究及び解説を行うこと。

二 飛鳥地域に附する@{'t;.写真その他の資料

の収集，整理，保管.展示，閲覧及ひ澗査研

究を行う こと。

一 飛鳥資料館の事業にl刻する出版物の編集及
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ひ市l行並びに普及宣伝を行うこと。

(浬磁文化財センター)

til133条埋蔵文化財セ ンターにおいては.次の

:[rq告をつかさどる。

- !.lli蔵文化財に|刻し.7純資研究及びその結来

の公表を行うこと。

二 思疎文化財の捌査及び保存E監理にl刻し，地

方公共団体の狸蔵文化財調査関係験日その他

の関係者に対して，専門的.技術的な研修を

行う こと。

三埋蔵文化財の湖査及び保存整理に閑し，地

方公共団体の機関その他関係の機関及び団体

等の求めに応じ， 専門的， 技術的な指導及び

助言を行うこと。

凶 埋蔵文化財にl刻する情報資料の作成.収集，

整理.保管及ひ千調査研究を行い，並びに地方

公共団体の機関その他関係の機関及び団体等

の求めに応じ.その利用に供すること。

(組後文化財センターの長)

第134条埋蔵文化財センターに長を世く。

2 前項の長は.埋蔵文化財センターの事務を掌

理する。

(.!A磁文化財センターの内部組織)

第135条 組量産文化財センターに，教務室.研?'e

指導部及びti'i報資料室を位〈 。

(教務室の事務)

第136条教務室においては. 研修の尖施に|刻す

る事務を処理.するほか，埋蔵文化財センターの

m‘務に|刻する事務をつかさどる。

(研究指導部の六室及ひ可l-fi)

第137条研究指導部に，考古計画研究室.集務

遺跡研究室，発偲技術研究~，遺物処理研究室.

測誌研究室及び保存工学研究室を世〈 。

2 考古計画研究室においては，第133条第 1号

から第3号までに掲げる事務 (他の室の所訟に

属するものを除く)をつかさと・る。

3 ~務遺跡研究室においては， diEF寄進跡に闘し.

第133条第 l号から第 3号までに掲げる事務

(発掘技術研究室，遺物処理研究室，測量研究

室及び保存工学研究室の所滋に泌するものを除

く)をつかさどる。

4 発姻技術研究室においては.遺跡の発偲技術

に|鎚し，第133条第 l号から第 3号までに掲げ

る事務をつかさどる。



5 jfi物処理研究室においては，遺物の処理Mに|則

し，第133条第 I 号から第 3 号までに掲げる~J ~

務をつかさどる。

6 測盆研究室においては，腹蔵文化財の甘!iJi誌に

関し，第133条第 l号から第3号までに拘げる

事務をつかさどる。

7 保存工学研究室においては，遺跡の保存数備

にl均し，第133条第 I号から第 3号までに拘げ

る lJ~務をつかさどる。

(術報資料室の事務)

第138条情報資料室においては.ttl133条第 4.r;・

に絡げる事務をつかさどる。

(客只研究只)

第139条 奈良国立文化財研究に答日研究日を位

くことができる。

2 :fj.日研究只は，所長の命を受け，荻良国立文

化財研究所において行う側資研究に参画する。

3 :fj.貝研究只は.非常勤とする。
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